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はじめに 

平成 27～29 年度の 3 年間は、『中期経営計画 2016.4-2018.3』並びに各年度の事業計画に 

基づき、 

➣ 従来型特養及びｼｮｰﾄｽﾃｲの全室個室ﾕﾆｯﾄ化によるﾕﾆｯﾄｹｱの提供 

➣ 介護ﾛﾎﾞｯﾄ・機器やﾀﾌﾞﾚｯﾄを用いた介護・看護記録ｼｽﾃﾑの導入と活用 

➣ 根拠に基づいたｹｱの実践と評価 

➣ 研究大会等における実践事例の報告 

➣ みえ福祉ｻｰﾋﾞｽ第三者評価の受審とその結果の公表 

➣ 専門性の高い人材の育成、人づくり 

➣ 防災・防犯体制の充実 

➣ 地域貢献活動の充実 

➣ 組織風土改革   

など、ｹｱの質の向上や組織体制の改善を目指し、日々努力してまいりました。 

また、平成 29 年度は、新たに『中期経営計画 2018.4-2021.3』を策定し、 

ﾋﾞｼﾞｮﾝ：『ＫＡＩＧＯ【介護】の質の見える化を目指して』 

と定め、専門的な知識や技術を活かした介護・福祉ｻｰﾋﾞｽをみなさまに、より”見えるかたち”

になるように進めていくこととしております。 

一方、国では介護保険制度の持続可能性の観点から、社会保障費の自然増加分として毎年

5,000 億円を堅持するとの方針があります。目標の一つとして、地域包括ｹｱｼｽﾃﾑの推進を掲

げており、私たち介護保険ｻｰﾋﾞｽ事業者は、介護が必要なご高齢者が可能な限りご自宅での生活

を継続することができるように、医療・介護ｻｰﾋﾞｽを切れ目なく提供することができる体制づく

りが求められています。  

そのため、本年 1 月には、ｼｮｰﾄｽﾃｲ及びﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰの新築棟の運営を開始し、鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎ

ｰﾑが目指す未来型の”自立支援ＫＡＩＧＯ”の実現に向けて、次の一歩を踏み出しております。 

しかしながら、鈴鹿市西部地域には特別養護老人ﾎｰﾑ（介護老人福祉施設）が当ﾎｰﾑの 50 床

しかありません。そのため、ｼｮｰﾄｽﾃｲなどを含めた入居・滞在型ｻｰﾋﾞｽに対するﾆｰｽﾞが高まって

きており、地域の介護が必要なご高齢者並びに日々介護をされているご家族の在宅生活の継続

が限界のところまできていることに危機感を抱いております。この点につきましては、早急に

地域のみなさまのﾆｰｽﾞに応えていく必要があると考えております。 

私たちは、地域のみなさまとともに歩み、築き上げてきたものがたくさんありますが、それ 

に満足することなく、日々ﾁｬﾚﾝｼﾞを怠らず、経営理念である”信頼されるべき法人であり続け

る”ことができるよう、ｽﾀｯﾌ一同、さらに一層の努力を重ねてまいることをお約束し、平成 29

年度の事業についてご報告いたします。 
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鈴鹿福祉会 

事業基本理念に基づく社会福祉事業・公益事業

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法人の概要・事業

※各取り組みの

○…達成でき

△…ほぼ達成

×…あまり

設立 

住所 

電話 

-ｍａｉｌ 

ＵＲＬ 

事業計画 

目標 

事業報告 

経営理念

⾏動指針

〜こころ

⾏動⽅針

事業基本理念に基づく社会福祉事業・公益事業

法人の概要・事業

みの達成度については

できた 

達成できた（

あまり達成できなかった

平成 4 年

鈴鹿市深溝町字北林

059-374

suzugu@mecha.ne.jp

https://suzuka

法人・各事業所の取り組みなどを日々掲載しています。

ぜひ、ご覧ください。

「”介護”
【法人〈理事・監事・評議員・総務係（事務部門）〉】

1.未来型思考の経営

【○】ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

 

 

経営理念 

⾏動指針 「気持ちをかたちに」

こころづかいを地域のみなさまに

⾏動⽅針 「ｽﾀｯﾌ

いきます。

事業基本理念に基づく社会福祉事業・公益事業

法人の概要・事業報告 

については、

（一部達成

できなかった  

年 4 月 9 日

鈴鹿市深溝町字北林

374-4600 

suzugu@mecha.ne.jp

://suzuka-greenhome.jp

法人・各事業所の取り組みなどを日々掲載しています。

ぜひ、ご覧ください。

”から未来型
〈理事・監事・評議員・総務係（事務部門）〉】

未来型思考の経営

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ・

「気持ちをかたちに」

づかいを地域のみなさまに

ｽﾀｯﾌひとりひとりが「新たな目標」に向かい、

いきます。」 

事業基本理念に基づく社会福祉事業・公益事業

 

、 

一部達成できなかった

  で評価しています

日 

鈴鹿市深溝町字北林 2956 番地

ＦＡＸ

suzugu@mecha.ne.jp 

greenhome.jp 

法人・各事業所の取り組みなどを日々掲載しています。

ぜひ、ご覧ください。 

から未来型”KAIGO
か い ご

”
〈理事・監事・評議員・総務係（事務部門）〉】

未来型思考の経営 

・ｼｮｰﾄｽﾃｲの増築を行

「気持ちをかたちに」 

づかいを地域のみなさまに〜 

ひとりひとりが「新たな目標」に向かい、

事業基本理念に基づく社会福祉事業・公益事業

できなかった） 

しています。

番地 

ＦＡＸ 

 

法人・各事業所の取り組みなどを日々掲載しています。

”へ〜専門技術を
〈理事・監事・評議員・総務係（事務部門）〉】

の増築を行いまし

 〜思いやりを地域のみなさまに

ひとりひとりが「新たな目標」に向かい、

事業基本理念に基づく社会福祉事業・公益事業

。 

059-374-

法人・各事業所の取り組みなどを日々掲載しています。

へ〜専門技術を地域のために〜」
〈理事・監事・評議員・総務係（事務部門）〉】 

いました。 

思いやりを地域のみなさまに

ひとりひとりが「新たな目標」に向かい、ﾁｬﾚﾝｼﾞ

事業基本理念に基づく社会福祉事業・公益事業の経営

-4543 

法人・各事業所の取り組みなどを日々掲載しています。 

地域のために〜」

思いやりを地域のみなさまに

ﾁｬﾚﾝｼﾞして

 

3 

経営 

地域のために〜」 

 

思いやりを地域のみなさまに〜 

して 
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2.組織運営 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

① 月例会の開催（毎月） 【○】 ➣4/1、5/1、6/1、7/1、8/1、

9/1、10/2、11/1、12/1、

1/4、2/1、3/1 計 12 回開催 

② 幹部会議の開催(毎月） 【○】 ➣4/20、5/21、6/20、7/20、

8/21、9/20、10/20、

11/20、12/21、1/20、

2/20、3/20  計 12 回開催 

③ 連携会議の開催（毎

月） 

【○】 ➣4/5、5/1、6/2、7/4、8/8、

9/5、10/3、11/7、12/7、

1/9、2/6、3/6 計 12 回開催 

④ 臨時会議の開催(随時) 【○】 ➣理事長面談：2月～3月実施、

職員 90名と面談 

➣採用時理事長面談：都度実施 

 

3.社会福祉法改正に沿った運営 

（1）適切な法人運営 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

①➣理事会(通常理事会・

臨時理事会) 

 

 

➣評議員会(定時評議員 

会及び臨時評議員会) 

 

 

②透明性の向上 

➣監事監査・苦情解決第

三者委員に対する報告 

➣内部経理(予算)監査の

実施 

➣外部経理監査の実施 

 

【○】 

 

 

 

【○】 

 

 

 

 

【○】 

 

【○】 

 

【○】 

 

 

 

➣5/29、6/14、7/1、12/22、

3/12 計 5回開催 

※6/14 より改正社会福祉法に

よる新役員体制開始 

➣ 6/13(定時)、7/28、1/9、

3/27 計 4回開催 

※4/1 より改正社会福祉法に

よる新評議員体制開始 

 

➣5/19 実施(相談・要望・苦情に

ついては毎月報告) 

➣5/18 実施 

 

➣ 4/6 、 5/11 、 6/8 、 7/13 、

8/17 、 9/20 、 10/23 、

11/21 、 12/21 、 1/22 、

2/23、3/22  計 12 回実施 

➣税理士法人日本経営による外

部経理監査の実施し、透明性が

確保された適切な会計処理を行

いました。 
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➣情報公開の推進（ﾎｰﾑﾍﾟ

ｰｼﾞや情報誌等において

積極的に発信） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➣みえ福祉第三者評価の

受審（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ） 

③地域貢献活動の推進 

◎低所得者等支援 

➣社会福祉法人による利

用者負担軽減制度 

➣三重県社会福祉法人地

域公益活動『みえ福祉

の「わ」創造事業』参画 

➣法定雇用率を超える障

がい者雇用 

➣就職が困難な方(障がい

者・若年者・女性・高年

齢者・児童福祉施設等

からの退所者・外国人な

ど)の雇用創出 

 

 

◎認知症高齢者のｻﾎﾟｰﾄ 

➣認知症ｷｬﾗﾊﾞﾝﾒｲﾄ（鈴鹿

市・鈴鹿市西部地域包括

支援ｾﾝﾀｰ）参画 

 

 

【○】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【○】 

 

 

 

【○】 

 

【○】 

 

 

【○】 

 

【○】 

 

 

 

 

 

 

 

【○】 

 

 

 

 

➣ﾍﾟｰｼﾞﾋﾞｭｰ数 110,896 

【目標：年間 10万ﾍﾟｰｼﾞﾋﾞｭｰ】 

ﾕｰｻﾞｰ数    10,876 

ﾍﾟｰｼﾞ/ｾｯｼｮﾝ  4.84 

➣中身が見える法人を目指し、平

成 29年 4月 1日からｽﾏｰﾄﾌｫ

ﾝ対応、画像だけでなく新たに動

画による公表の取組を進めまし

た。 

➣県内だけでなく、県外・国外から

のﾍﾟｰｼﾞﾋﾞｭｰをたくさんいただ

き、目標としていた 10万超える

ﾍﾟｰｼﾞﾋﾞｭｰをいただきました。 

➣ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ及び各事業所玄関に

おいて、定款並びに各種規程等

を公表いたしました。 

➣三重県ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ並びに 12/2

当法人ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにおいて公表 

 

 

➣ｼｮｰﾄｽﾃｲご利用者 1 名に対し

実施いたしました。 

➣継続して参画いたしました。 

➣7/7 事例発表を行いました。 

 

➣法定の 2.0％を上回る雇用

(3.8％)を継続しております。 

➣若年者・女性等の雇用を行いま

した。 

➣地域的に対象者が少なく、なか

なか採用につながらない外国人

材、或いは児童養護施設棟から

の退所者雇用に関する方策が

課題となっております。 

 

➣4/9、9/23 連絡協議会出席 

➣10/12 認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ講座開

催（鈴鹿市西部地域包括支援ｾﾝ

ﾀｰと共同） 

➣2/5 養成研修参加 
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◎地域の見守り活動 

➣子どもを守る家（鈴鹿警

察署・PTA・鈴鹿市）賛同 

➣鈴鹿市徘徊高齢者等の

ための安心ﾈｯﾄﾜｰｸ（社

会福祉法人鈴鹿市社会

福祉協議会）賛同 

➣地域見守り活動【ｽｸｰﾙ

ｻﾎﾟｰﾀｰ】（鈴鹿市教育委

員会）賛同 

◎各種啓発 

➣特殊詐欺【振り込め詐欺

等】(郵便局と協同) 

 

➣感染症防止(ﾉﾛｳｨﾙｽ・ｲﾝ

ﾌﾙｴﾝｻﾞ等)、熱中症防止

等 

◎介護相談・介護予防等 

➣高齢者介護予防 

 

➣無料介護・健康等相談 

 

 

 

➣車いす等無料貸出 

 

◎その他 

➣いきいき介護ﾌｪｽﾀ（鈴鹿

亀山地区老人福祉施設

協会）参加 

➣各種関係団体の委員会

等への委員の就任 

 

➣地域高齢者通報体制整

備（鈴鹿市より受託） 

➣地域の商店街の空き店

舗の利活用 

 

➣その他 

 

【○】 

 

【○】 

 

 

 

【○】 

 

 

 

【○】 

 

 

【○】 

 

 

 

【○】 

 

【○】 

 

 

 

【○】 

 

 

【○】 

 

 

【○】 

 

 

【○】 

 

【△】 

 

 

【○】 

 

 

➣通年賛同 

 

➣通年賛同 

 

 

 

➣通年賛同 

 

 

 

➣かもめーるを用い、地域住民に

対して特殊詐欺の啓発を行いま

した。 

➣ﾘｰﾌﾚｯﾄやﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等により啓

発を行いました。 

 

 

※在宅介護支援ｾﾝﾀｰ事業報告を

ご参照ください。 

➣11/19 石薬師ふれ愛ﾌｪｽﾃｨﾊﾞ

ﾙにおいて栄養相談及びﾒﾝﾀﾙ

ｺﾐｯﾄﾛﾎﾞｯﾄ･ﾊﾟﾛの紹介を行い

ました。 

※在宅介護支援ｾﾝﾀｰ事業報告を

ご参照ください。 

 

➣9/2～4参加（於：鈴鹿ﾊﾝﾀｰ） 

 

 

➣全国老施協・三重県老施協・三

重県社協委員等に職員 2 名就

任 

➣在宅介護支援ｾﾝﾀｰ事業報告

をご参照ください。 

➣1/1 ｻﾛﾝ花葉を既設ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ

ｾﾝﾀｰに発展的移転を行いまし

た。 

➣4/24 深伊沢地区社会福祉協

議会総会出席、3/8 鈴鹿市立
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 鈴峰中学校卒業式出席 

 

4.地域へのさらなる浸透・信頼向上 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

①法人理念に沿った行動 

➣職員浸透率 100％を達

成する 

 

 

【△】 

 

 

 

➣95.0％（特養調査）であり、更な

る浸透を進めていく必要がありま

す。 

②➣創立 24 周年記念行

事（5 月 13 日） 

 

 

 

 

 

➣敬老祝賀会（9 月 18 日） 

 

 

 

 

➣ｸﾞﾘｰﾝの秋まつり 

（10 月 9 日） 

 

 

 

 

 

➣ｸﾘｽﾏｽ会（12 月 16 日） 

 

 

 

 

 

 

 

➣在宅ｻｰﾋﾞｽ利用者家族

懇談会の開催 

 

【○】 

 

 

 

 

 

 

【○】 

 

 

 

 

【○】 

 

 

 

 

 

 

【○】 

 

 

 

 

 

 

 

【○】 

 

 

➣ご家族 30 名(特養)、地域のﾎﾞ

ﾗﾝﾃｨｱ様にご参加いただきまし

た。 

 

 

 

 

➣お祝いのﾒﾆｭｰを提供しました。

また当日はたくさんのご家族に

ご面会をいただきました。 

 

 

➣ご家族 24 名(特養)にご参加い

ただきました。ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ・

ｼｮｰﾄｽﾃｲの増築工事の都合に

より、規模を縮小して建物内で

開催いたしました。 

 

 

➣ご家族 25 名(特養)、地域のﾎﾞ

ﾗﾝﾃｨｱ様にご参加いただきまし

た。 

 

 

 

 

 

➣新築ｼｮｰﾄｽﾃｲ・ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀ

ｰの見学・ご案内を随時行いまし

た。 

➣2/18、地域の民生委員様、近

隣住民のみなさま等に見学・体
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験いただきました。 

③ (再掲)地域貢献活動

の推進 

― ― 

④ その他 

 

【○】 

 

 

➣鈴鹿亀山地区広域連合 介護

相談員受入 4/3、5/1、6/1、

7/5 、 8/1 、 9/1 、 10/4 、

11/1、12/1、1/10、2/10、

3/7  計 12 回 

➣4 月から介護相談員との意見交 

換ﾉｰﾄ開始 

➣7/5 鈴鹿亀山地区広域連合・

介護相談員・事業者三者懇談

会出席 

 

5.「人財」の確保・育成 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

① 「未来人財への投資」

～どこの施設からも必

要とされる「人財」に～

～「ｹｱがわかる」人か

ら、「未来が見える」人

へ～ 

【○】 

 

 

 

 

 

 

 

 

➣理学療法士・看護師・介護福祉 

士等の専門人材の採用 

➣ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ・喀痰吸引・認知症 

介護実践ﾘｰﾀﾞｰ(実践者)、介 

護ﾛﾎﾞｯﾄ・機器活用人材、自立 

(自律)支援介護実践人材等の 

育成 

➣人事考課の実施（6月・12 月） 

➣施設内外研修会の受講 

② 採用につながる活動 

 の継続 

➣各種就職ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ等へ

の参加 

 

 

 

 

 

➣ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞや専門誌等に

よる情報発信 

 

➣ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、実習生、職場

体験受入 

 

 

 

【○】 

 

 

 

 

 

 

【○】 

 

 

【○】 

 

 

 

 

➣6/4、9/24、11/10 就職ｶﾞｲﾀﾞ

ﾝｽ参加 

➣5/18 平成 29 年度雇用主説明

会出席、学校就職担当教諭との

面談、三重県ﾅｰｽｾﾝﾀｰ及び児

童養護施設並びに日本語学校

への訪問を行いました。 

➣当ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑだよ

り」をご覧ください。その他専門

誌等に掲載を行いました。 

➣ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・団体(傾聴・ｸﾞﾘｰﾝの

音楽会等)、実習生 4 名(介護支

援専門員実務研修等)、職場体
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➣鈴鹿市ﾜｰｸｷｬﾝﾌﾟ賛同 

 

 

 

 

 

 

 

 

➣各種研修会への講師等

派遣 

 

➣関係団体が組織する委

員会等への委員派遣 

 

 

【○】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【○】 

 

 

【○】 

験4名(三重県新規採用職員他)

の受入を行いました。 

➣7/27 鈴峰中学校生徒 8 名、

8/29鈴西小学校生徒9名の受

入を行いました。 

➣5/26、9/13 鈴鹿市福祉施設

連絡協議会出席 

➣6/13、6/22 鈴鹿市ﾜｰｸｷｬﾝﾌﾟ

打ち合わせ会議出席 

➣5/9～12 鈴峰中学校 2 名職

場体験学習受入 

➣10/26-27、11/1-2、 

11/30-12/1、12/19-20、 

1/16、2/27-28 計 5回 

➣ 全 老 施 協 6/27 、 7/18 、

9/28、11/22、1/11、1/23、

2/2、2/8、3/9、3/23、3/26 

➣三重県老施協 5/22、6/7、

6/9、9/5、10/24、1/18 

➣鈴亀ﾌﾞﾛｯｸ老施協災害対策推

進部会 5/9、8/23、10/20 

➣他の県・市老施協との合同委員

会 9/29-30、1/29-30 

➣三重県社会福祉協議会等 

7/19、12/5、3/8、3/15 

③ 育成体制の向上 

➣施設内外研修の受講、

勉強会の開催 

 

【○】 

 

➣施設内：計 27回、延べ 263 名 

参加 

➣施設外：計 81 回、延べ 159 名

参加 

★合計： 

計 108 回、延べ 422 名参加 

※詳細については次のとおり 

日  程 研修名等 受講者数 

4/4 2017 年度新入社員研修会 特養 2名 

4/17 【事業所内】「ｹｰｽﾌｧｲﾙの開

示」 

居宅 7名 

4/20 【事業所内】膀胱用超音波画像

診断装置講習会 

特養 10名 

5/9 【事業所内】ﾒﾝﾀﾙｺﾐｯﾄﾛﾎﾞｯﾄ･ 特養 15名 
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ﾊﾟﾛ講習会 

5/11 職場体験受入事業所指導担当

職員研修会 

特養 1名 

5/16 【事業所内】ﾏｯｽﾙｽｰﾂ体験・

講習会 

特養 11名 

5/17 鈴鹿亀山地区居宅介護支援事

業所・介護支援専門員連絡協

議会講演会「普段も災害の時

もｹｱﾏﾈｼﾞｬｰはｹｱﾏﾈｼﾞｬｰとし

てできることをする」 

居宅 5名 

5/19 【事業所内】可搬式階段昇降機

体験・講習会 

総務 2名、特養 3名 

居宅 6名、ﾃﾞｲ 1 名 

5/22 【事業所内】「鈴鹿市の福祉用

具購入・軽度者の福祉用具貸

与について」 

居宅 7名 

5/23、5/24、

6/1、6/7、

6/14、7/5、

7/20、9/14、

11/1、11/24、

12/5、12/12 

介護支援専門員資質向上研修 居宅 1名 

5/27、6/22、

7/4、7/25、

7/26、8/2、

8/17、9/5 

主任介護支援専門員更新研修 居宅 1名 

5/31 社会福祉法人役員・幹部職員

研修会 

総務 1名 

6/7 福祉用具ｾﾐﾅｰ「福祉用具を安

全で安心に利用するために」 

居宅 1名 

6/13 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ技術研修「笑いﾖ

ｶﾞ」 

総務 1名、特養 2名 

6/15、6/28、

7/7、7/21、

8/10 

介護支援専門員資質向上研修 居宅 1名 

6/15 介護ｻｰﾋﾞｽ事業者等集団指導

【居宅介護支援】 

居宅 1名 

6/16 介護ｻｰﾋﾞｽ事業者等集団指導

【特養・通所介護】 

特養 1名、ﾃﾞｲ 1 名 

6/17 【事業所内】「ｸｰﾘﾝｸﾞｵﾌ制度

について」 

居宅 7名 
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6/23 【事業所内】見守り支援ｼｽﾃﾑ

「眠り SCAN」体験・講習会 

総務 1名、特養 15名 

ﾃﾞｲ 1 名 

6/27 福祉施設における安全衛生指

導に係る指導会 

特養 2名 

6/29、6/30、

7/6、7/7、

7/10、7/12、 

8/17、8/18 

認知症介護実践者研修 特養 2名 

7/3 【事業所内】歯科衛生士による

「口腔ｹｱに係る技術的助言・

指導」 

総務 2名、特養 17名 

7/5 みえぎん夏の懇談会講演会 本部 1名、総務 1名 

7/7 三重県社会福祉法人地域公益

活動みえ福祉の「わ」創造事業

創立1周年記念大会記念講演

「地域社会における社会福祉法

人の価値」 

総務 1名、居宅 1名 

介護保険事業者向け研修会

「平成 30 年介護保険改定 事

業所…あなたの『質』が問われ

る」 

居宅 1名 

7/10 【事業所内】「味覚障害につい

て」 

居宅 7名 

7/13 多職種連携講演会「地域で支

える認知症とは」 

居宅 3名 

7/15 日本高齢者虐待防止学会「高

齢者虐待対応の刷新を求めて」 

居宅 2名 

7/19、7/20、

7/21、8/21、

8/22、8/23、

8/24、8/25 

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ研修 特養 1名 

7/20 医療勉強会「糖尿病について」

「薬剤師の在宅訪問について」 

居宅 3名 

災害救助法・HUG 訓練 特養 1名 

7/27 鈴鹿西部地域包括支援ｾﾝﾀｰ

ｹｱﾏﾈ支援会議「鈴鹿市介護

予防・日常生活支援総合事業

について」 

居宅 1名 

8/1、8/5、8/8、

8/19、8/26、

喀痰吸引等研修 特養 1名 
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9/15、9/22、

10/18 

8/1、8/2 東海北陸ﾌﾞﾛｯｸ老人福祉施設

研究大会(石川大会) 

総務 1名、特養 2名 

居宅 1名 

8/3、8/4、

8/10、8/15、

8/16、8/22、 

8/29、8/30、

9/5、9/14、

9/15、11/7 

認知症介護実践ﾘｰﾀﾞｰ研修 特養 1名 

8/3 鈴亀地区老施協県外施設視察 

「若者が選ぶ企業 100 選 美

徳会ﾋﾞｱﾝｶ見学・意見交換」 

特養 2名 

8/8、8/9 役員ｾﾐﾅｰ 総務 1名 

8/10 人材育成研修「介護施設にお

ける OJT の効果的な進め方」 

特養 2名 

8/12 【事業所内】歯科衛生士による

「口腔ｹｱに係る技術的助言・

指導」 

総務 2名、特養 8名 

医務 1名､ﾃﾞｲ 2 名 

8/21 【事業所内】「新しいことに取り

組める組織風土づくり」 

居宅 7名 

8/23 福祉用具ｾﾐﾅｰ「褥瘡予防とﾎﾟ

ｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞ」 

居宅 1名 

9/4 多職種合同研修会 特養 2名 

9/6 ｲﾝﾀｰﾘﾊ＆日本ﾒﾃ ﾞ ｨｯｸｽ

PRODUCT SHOW 2017 

特養 2名 

9/9 【事業所内】歯科衛生士による

「口腔ｹｱに係る技術的助言・

指導」 

総務 1名、特養 7名 

9/11 【事業所内】「鍼灸・針治療につ

いて」 

居宅 7名 

9/13 健康ｾﾐﾅｰ（ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ） 総務 1名 

防犯対策強化研修会「介護福

祉施設の防犯体制強化対策」 

総務 1名、特養 1名 

居宅 1名 

9/21 女性活躍を進めるための説明

会 

総務 1名 

9/25 要介護認定調査員現任者研修

会 

居宅 3名 

9/29、9/30 東海北陸ﾌﾞﾛｯｸ 21 世紀委員

会合同研修会「人材」、ﾅｰｼﾝ

総務 1名、特養 1名 
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ｸﾞｹｱ加納見学 

9/30、10/1 個別機能訓練・通所介護計画

の書き方集中ｾﾐﾅｰ 

ﾃﾞｲ 1 名 

10/3 介護の日 市民公開講座「私の

暮らｼｰﾄこれからの社会～年齢

を重ねても住み慣れた場所で

暮らし続けるために～」 

居宅 3名 

10/5 介護報酬改定決起ｾﾐﾅｰ 本部 1名、総務 1名 

10/6 ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽに関する研修会 総務 1名、特養 2名 

10/10、10/11 全国老施協21世紀委員会（拡

大）「制度政策勉強会」・「制度

提言に向けたﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ」 

総務 1名 

10/12 【事業所内】歯科医師による

「口腔ｹｱに係る技術的助言・

指導」 

医務 1名 

【事業所内】「一過性脳虚血発

作とは」 

居宅 7名 

10/13 ｺﾞｰﾙﾄﾞｴｲｼﾞ株式会社介護事例

発表会 

居宅 1名 

10/14、10/15 地域包括ｹｱ実践研究会四日

市大会 

居宅 1名 

10/17、10/18 全国老人福祉施設研究会議

(高知会議)「研究事例」報告、

「全体会・分科会」聴講 

総務 1名、特養 2名 

居宅 1名 

10/20 権利擁護に関する研修会 総務 1名、特養 2名 

ﾃﾞｲ 1 名 

10/27 特養部会研修会 特養 1名 

11/2 地域密着型通所介護事業者等

集団指導 

花葉 1名 

11/7 鈴亀地区居宅介護支援事業

所・介護支援専門員連絡協議

会研修会「法令順守！ｹｱﾏﾈｼﾞ

ﾒﾝﾄ過程～ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ過程の

ﾎﾟｲﾝﾄを押さえよう～」 

居宅 3名 

秋季事業所 1日消防訓練 特養 1名 

11/10 日本理学療法士協会介護予防

従事者研修会「介護予防の推

進におけるﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ専門

職の役割」 

居宅 2名 
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11/13 【事業所内】歯科衛生士による

「口腔ｹｱに係る技術的助言・

指導」 

特養 8名､医務 1名 

11/15 【事業所内】「ｴｺﾉﾐｰｸﾗｽ症候

群と弾性ｽﾄｯｷﾝｸﾞの装着方法

について」 

居宅 7名 

11/16 在宅医療ｹｱ勉強会「癒し～部

会報告」 

居宅 1名 

介護支援専門員連絡協議会合

同研修会「支援経過記録・ｻｰ

ﾋﾞｽ担当者会議の抑えどころ」 

居宅 2名 

11/21 ﾕﾆｯﾄｹｱﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研修 分科

会「食事」「腸内ﾌﾛｰﾗ」 

特養 2名 

11/26 福祉避難所運営訓練 特養 1名、居宅 2名 

11/27 運営管理研修会「ｱﾝｶﾞｰﾏﾈｼﾞ

ﾒﾝﾄ～ｲﾗｯ!ﾑｶｯ!ﾌﾞﾁ!の解消

法」 

特養 1名、ﾃﾞｲ 1 名 

12/5 ｱﾝｶﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研修 特養 7名 

12/7 鈴鹿市権利擁護ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ「認

知症になった波平さん」 

居宅 3名 

12/8 ﾘｰﾀﾞｰやこれからﾘｰﾀﾞｰになる

人のための研修会 

総務 1名、特養 2名 

ﾃﾞｲ 1 名 

12/9 【事業所内】歯科衛生士による

「口腔ｹｱに係る技術的助言・

指導」 

総務 1名、特養 8名 

医務 1名 

12/10 ﾚｯﾄﾞｺｰﾄﾞ＆認知機能向上ｴｸｻ

ｻｲｽﾞｾﾐﾅｰ 

ﾃﾞｲ 1 名 

12/11 【事業所内】「若年の障がい者

就労とｹｱﾏﾈの関わり」「支援経

過・ｻｰﾋﾞｽ担当者会議の抑えど

ころ」 

居宅 7名 

12/12 鈴鹿西部地域包括支援ｾﾝﾀｰ

ｹｱﾏﾈ支援会議「平成 30 年度

介護報酬改定と指定基準はこ

うなる！4 月からの新しい介護

保険制度の準備と対策」・事例

発表会・意見交換会 

居宅 3名 

12/14 鈴亀地区居宅介護支援事業

所・介護支援専門員連絡協議

会事例研究会「末期がんの方

居宅 2名 
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への在宅支援・家族支援につ

いて」 

1/11 認定調査員現任研修会 居宅 3名 

1/15 みえぎん新春講演会 本部 1名、総務 1名 

三重県介護支援専門員実務研

現場実習にかかる受入事業所

説明会 

居宅 1名 

1/16 【事業所内】「認知症の方の対

応技術について～ﾊﾞﾘﾃﾞｰｼｮﾝ

とﾕﾏﾆﾁｭｰﾄﾞ～」 

居宅 7名 

1/17 職能部会研修会 特養 1名 

1/20 【事業所内】歯科衛生士による

「口腔ｹｱに係る技術的助言・

指導」 

総務 2名、特養 5名 

医務 1名 

1/29 介護報酬改定検討会 総務 1名 

1/29、1/30 愛知県・名古屋市・高知県・三

重県 21 世紀委員会合同委員

会 

総務 1名、特養 1名 

2/1 鈴鹿市西部地域包括支援ｾﾝﾀ

ｰ地域ｹｱ圏域会議 

総務 1名、居宅 1名 

2/4 認知症ｷｬﾗﾊﾞﾝﾒｲﾄ養成研修 総務 1名 

2/8 公益法人制度勉強会 総務 1名 

「平成 30 年診療報酬・介護報

酬（障がい者福祉ｻｰﾋﾞｽ報酬）

ﾀﾞﾌﾞﾙ改定対策「規範的統合」

経営戦略ｾﾐﾅｰ」 

居宅 1名 

2/9 豊かな介護人材が揃う魅力あ

る職場づくりｾﾐﾅｰ「介護保険

事業所における人材確保と外

国人材の雇用」 

総務 1名 

2/14 高齢者福祉事業経営ｾﾐﾅｰ 本部 1名 

2/15 平成 30 年度介護報酬改定ｾﾐ

ﾅｰ 

総務 1名、ﾃﾞｲ 1 名 

2/16 三重県難病研修会「難病患者

とその家族を支えるために」 

居宅 2名 

2/19 【事業所内】「骨が出す！最高

の若返り物質」 

居宅 7名 

2/21 【事業所内】安全運転講習会 総務 2名、特養 15名 

医務 1名、ﾃﾞｲ 8 名 

居宅 2名 
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従業員満足度向上ｾﾐﾅｰ 総務 1名、特養 1名 

2/22 鈴亀地区居宅介護支援事業

所・介護支援専門員連絡協議

会「平成 30 年度の診療報酬と

介護報酬の改定について」 

居宅 6名 

2/23 鈴鹿市医師会「ﾊﾞｲﾀﾙﾘﾝｸ説

明会」 

居宅 1名 

2/27 災害時福祉支援ﾘｰﾀﾞｰ養成講

座「災害時における福祉支援～

福祉避難所について学ぶ～」 

特養 2名、居宅 1名 

【事業所内】歯科衛生士による

「口腔ｹｱに係る技術的助言・

指導」 

総務 2名、特養 6名 

3/2 法人担当者向け研修会「若者

に選ばれる職場づくりのため

に」 

特養 1名 

3/5 ﾕﾆｯﾄｹｱ研修ﾌｫｰﾗﾑ 特養 2名 

3/8 災害福祉支援ｾﾐﾅｰ「災害時に

おける福祉支援について考え

る」 

特養 1名、居宅 1名 

3/10 【事業所内】歯科衛生士による

「口腔ｹｱに係る技術的助言・

指導」 

総務 1名、特養 7名 

3/15 鈴鹿西部地域包括支援ｾﾝﾀｰ

研修会「家族への支援も必要と

思われる事例についての検討

会」 

居宅 1名 

3/18 【事業所内】「ｹｰｽﾌｧｲﾙの開

示」 

居宅 7名 

※採用時研修：都度実施 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

➣ｷｬﾘｱﾊﾟｽｼｽﾃﾑの改善と

人事考課制度・目標管

理制度の効果的な活用 

➣ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟと就業規則・

給与規則等の連動 

➣人材育成担当者の育成 

 

 

➣研究大会等における事

【○】 

 

 

【○】 

 

【○】 

 

 

【○】 

➣人事考課規程を改正し、ｷｬﾘｱﾊﾟ

ｽ・育成等に資する運用を図りま

した。 

➣給与規則並びに人事考課規程

に規定しました。 

➣研修の受講並びに人事考課・面

談等による人づくりを行いまし

た。 

➣8/1、8/2(於：石川県)発表 
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例発表 

➣関係団体が実施する研

修会等への講師等派遣 

➣関係団体が組織する委

員会等への委員派遣 

 

【○】 

 

【○】 

 

➣11/17-18(於：高知県)発表 

(5)-②をご覧ください。 

 

(5)-②をご覧ください。 

 

6.職員の安全衛生管理の向上 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

① 衛生委員会の機能強

化 

【○】 ➣4/20、5/21、6/20、7/20、

8/21、9/20、10/20、

11/20、12/21、1/20、

2/20、3/20 計 12 回開催 

②介護ﾛﾎﾞｯﾄ・機器、ICT の

利活用 

➣介護ﾛﾎﾞｯﾄ導入支援事

業等助成金等の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

【○】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4/19 膀胱用超音波画像診断装

置(ﾘﾘｱﾑα-200)導入（特養す

ずらん・すみれﾕﾆｯﾄ） 

➣5/9ﾒﾝﾀﾙｺﾐｯﾄﾛﾎﾞｯﾄ･ﾊﾟﾛ導入

（ｼｮｰﾄｽﾃｲいちょうﾕﾆｯﾄ） 

➣2/1 眠りSCAN導入（ｼｮｰﾄｽﾃｲ

かえで・ひのき・いちょうﾕﾆｯﾄ） 

➣3/1 ﾘﾌﾄ浴設置（ｼｮｰﾄｽﾃｲかえ

でﾕﾆｯﾄ）【助成金対象】 

➣3/6 ﾏｯｽﾙｽｰﾂ導入（特養さくら

ﾕﾆｯﾄ）【助成金対象】 

➣その他 

・ﾀﾌﾞﾚｯﾄを用いた介護・看護記録 

10 台(特養・ｼｮｰﾄｽﾃｲ) 

・HAL1 台(特養こすもす・ひまわりﾕ 

ﾆｯﾄ) 

・ｽﾀﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾘﾌﾄ 1 台(特養すずら 

ん・すみれﾕﾆｯﾄ) 

・ﾘﾌﾄ浴 4 か所(特養こすもす・すず 

らん、ｼｮｰﾄｽﾃｲひのき・かえでﾕﾆｯ 

ﾄ) 

・床走行式ﾘﾌﾄ 4台(特養・ｼｮｰﾄｽﾃ 

ｲ) 

・機械式個浴槽 7台(特養・ｼｮｰﾄｽ 

ﾃｲ・ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ) 

・椅子浴 2台・寝台浴 1台(特養・ 
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ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ)を継続使用 

③家庭と仕事の調和  

(ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ（WLB）)

等の取り組み 

【○】 

 

 

➣育児・介護休業規程について法

を上回る規定に改正するととも

に、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにおいてﾜｰｸﾗｲﾌ

ﾊﾞﾗﾝｽに関する取組を紹介いた

しました。 

④ 健康診断の実施 【○】 ➣8/26 一般健康診断 

➣2/20 夜勤・宿直者健康診断 

➣採用時健康診断(都度) 

⑤ その他 【○】 ➣7/24 男女雇用機会均等法、育

児・介護休業法及びﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ労

働法に基づく集団報告徴収 

  

7.介護事故防止対策の徹底 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

➣科学的根拠とﾃﾞｰﾀに基

づいた対策の徹底 

【○】 ➣ご利用者の安全・ｾﾞﾛへの取組

みとして、毎月ﾋﾔﾘﾊｯﾄ事例・事

故事例について検討を行い、対

策等についてｽﾀｯﾌの共有を図

りました。 

 

8.高齢者虐待防止の徹底 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

➣虐待事例を教訓とした

啓発や教育の強化（権

利擁護を含みます。） 

【○】 ➣防止の取組として、身体高齢者

虐待防止自主点検表記録・報告

を毎月実施しております。 

➣採用時に全ての職員に対して教

育及び虐待事例を教訓とした注

意喚起を行いました。 

➣10/20 権利擁護に関する研修

会受講 

➣12/5 ｱﾝｶﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研修受講 

➣12/7 鈴鹿市権利擁護ｼﾝﾎﾟｼﾞｳ

ﾑ受講 

 

9.身体拘束廃止の徹底 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

➣身体拘束廃止の徹底 【○】 ➣適正化維持への取組として、身

体拘束ﾁｪｯｸﾘｽﾄを作成・報告を

毎月実施しております。 
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10.防犯対策の徹底 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

➣犯罪被害事例を教訓と

した防犯体制の強化 

【○】 ➣9/13 防犯対策強化研修受講 

➣10/1 防犯対策ﾏﾆｭｱﾙ施行 

➣1/31 防犯ｶﾒﾗ更新 

 

11.非常災害対策の徹底 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

①東日本大震災・熊本地

震等の被災例を教訓と

した防災行動ﾏﾆｭｱﾙ・

事業継続計画(BCP)に

沿った体制等を強化 

②台風・記録的短時間大

雨等の被災例を教訓と

した各防災計画に沿っ

た体制等を強化 

【○】 ➣5/9、8/23、10/20 鈴亀ﾌﾞﾛｯ

ｸ老施協災害対策推進部会出

席 

➣2/19 鈴鹿市・鈴亀ﾌﾞﾛｯｸ老施

協福祉避難所締結式 

➣7/20 災害救助法・HUG 訓練参

加(鈴鹿市・鈴亀ﾌﾞﾛｯｸ老施協)  

➣11/26 福祉避難所運営訓練参

加(鈴鹿市・鈴亀ﾌﾞﾛｯｸ老施協) 

➣2/27 災害時福祉支援ﾘｰﾀﾞｰ養

成講座受講 

➣3/8 災害福祉ｾﾐﾅｰ受講 

➣5/23、8/28、2/9 消防訓練実 

 施 

➣11/7秋季事業所1日消防訓練

参加(鈴鹿市消防本部) 

➣7/21 災害用物資確認訓練実 

  施 

➣5/22、11/17 消防用設備等法

定点検実施 

 

12.施設整備の推進 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

➣未来型施設・未来型事

業所の創造 

【○】 ➣1/1 ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ・ｼｮｰﾄｽﾃ

ｲ新築棟運営開始 

➣10/30 太陽光発電売電事業開

始 
 

 

※各社会福祉事業等の事業報告については、別紙をご覧ください。 

 



  

鈴鹿福祉会 20 

 

【別紙】各社会福祉事業等の事業報告 

 

1.特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）【年間延べ入居者数：１８，１３８人】 
（１）入居者の状況 定員 50 名（平成 30 年 3 月 31 日現在） ※１床は短期入所空床利用 

■要介護度【平均要介護度：４．１２】        ■負担限度額認定 

要介護認定区分 人数（人） 

 

負担減度額認定区分 人数（人） 

要介護 １ ０ 第 １ 段階 １ 

要介護 ２ ３ 第 ２ 段階 １２ 

要介護 ３ ８ 第 ３ 段階 ２２ 

要介護 ４ １８ 第 ４ 段階 １４ 

要介護 ５ ２０   

計 ４９ 計 ４９ 

    ■性別・平均年齢                          【平均：８７．２７歳】 

性 別 人数（人） 

 

平均年齢 (歳） 最高齢（歳） 

男 性 １２ ８３．５０ ９１ 

女 性 ３７ ８８．４９ １０４ 

■食事の状況                      ■入浴の状況 

副食等の形態 人数（人） 

 

浴槽の種類 人数（人） 

常食 ２０ 個浴(ひのき風呂) ５ 

刻み食 ９ 機械式個浴槽 １４ 

ソフト食 １５ 個浴リフト浴 １１ 

ペースト食 ３ 車いす浴槽 ８ 

経管栄養 １ 寝台式浴槽 １１ 

その他 １   

計 ４９ 計 ４９ 

（２）入居申込者の状況（平成 30 年 3 月 31 日現在） 

１２０名（男性３８名、女性８２名）、うち８０点以上：６１名 

 

2.短期入所生活介護（ショートステイ）          【年間延べ利用者数：１２，２０７人】 

3.デイサービスセンター                【年間延べ利用者数：１６，０８８人】 

4.サロン花葉（平成 30 年 1 月 1 日より休止）   【年間延べ利用者数：   ７０９人】 

5.居宅介護支援事業所                     【年間延べ利用者数： ２，１０５人】 

6.在宅介護支援センター 介護予防普及啓発事業Ⅰ（毎週介護予防） 

【年間延べ利用者数： １，３８８人】 

                            （計 54 回実施、1 回あたり：25.7 人参加） 

7.在宅介護支援センター 高齢者通報体制整備事業     【年間対応件数：８３人】 

                           

    計：年間延べ  ５０，７１８人 



 

鈴鹿福祉会

 

名

所在地

開設日

類

定

事業の概要

事業計画目標

事業

鈴鹿福祉会 

名 称 

所在地 

開設日 

類 型 

定 員 

事業の概要 

事業計画目標

事業報告 

特別養護老人

(三重県指定

“真剣に

鈴鹿市深溝町字北林

平成 5 年

ﾕﾆｯﾄ型※／特別養護老人

50 床(5

常に介護が必要で、ご自宅での生活が困難な方

に、ｹｱﾌﾟﾗﾝ

ｰﾋﾞｽ 

事業計画目標 
「”介護

【特養係】

1.共通課題

計画に位置付けた事項

(1) 業務改善会議（

ﾄﾘｰﾀﾞｰ

（毎月）

(2) ﾕﾆｯﾄ

（毎月）

第一種社会福祉事業

特別養護老人ﾎｰﾑ

三重県指定 2470300274

真剣にﾕﾆｯﾄｹｱに取り組

鈴鹿市深溝町字北林

年 5 月 1 日 

型※／特別養護老人

(5 ﾕﾆｯﾄ) 

常に介護が必要で、ご自宅での生活が困難な方

ｹｱﾌﾟﾗﾝ(個別介護計画

介護”から”未来型

【特養係】 

共通課題 

計画に位置付けた事項

業務改善会議（

ﾄﾘｰﾀﾞｰ会議）の開催

（毎月） 

ﾕﾆｯﾄ会議の開催

（毎月） 

第一種社会福祉事業

ﾎｰﾑ 鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ

2470300274 号) 

に取り組みました

鈴鹿市深溝町字北林 2956 番地

 (ﾕﾆｯﾄ型 平成

型※／特別養護老人ﾎｰﾑ(

常に介護が必要で、ご自宅での生活が困難な方

個別介護計画)に基づき、日常生活全般の支援を行う入居型

未来型KAIGO
か い ご

計画に位置付けた事項 評価

業務改善会議（ﾕﾆｯ

の開催

【○

会議の開催 【○

第一種社会福祉事業 

ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ 

 

みました” 

番地 

平成 26 年 5 月

(介護老人福祉施設

常に介護が必要で、ご自宅での生活が困難な方

に基づき、日常生活全般の支援を行う入居型

KAIGO”へ～専門技術を地域のために

評価 

○】 ➣4/7

9/14

1/11

○】 【こすもす

4/19、

8/17、

12/11

計 12

【ひまわり

4/19、

8/17、

12/11

計 12

【すずらん

4/20、

8/16、

12/11

計 12

【すみれ

4/20、

8/16、

12/11

計 12

 

月 1 日) 

介護老人福祉施設) 

常に介護が必要で、ご自宅での生活が困難な方(原則、要介護

に基づき、日常生活全般の支援を行う入居型

へ～専門技術を地域のために

内容等

4/7、5/11、6/8

9/14、10/12、

1/11、2/8、3/8

こすもすﾕﾆｯﾄ】 

、5/11、6/12

、9/12、10/10

12/11、1/10、2/13

12 回開催 

ひまわりﾕﾆｯﾄ】 

、5/11、6/12

、9/12、10/10

12/11、1/10、2/13

12 回開催 

すずらんﾕﾆｯﾄ】 

、5/21、6/20

、9/19、10/17

12/11、1/19、2/22

12 回開催 

すみれﾕﾆｯﾄ】 

、5/21、6/20

、9/19、10/17

12/11、1/19、2/22

12 回開催 

原則、要介護 3～5 の方

に基づき、日常生活全般の支援を行う入居型

へ～専門技術を地域のために!～」

内容等 

6/8、7/13、8/10

、11/9、12/11

3/8 計 12 回開催

6/12、7/18、

10/10、11/14

2/13、3/14 

6/12、7/18、

10/10、11/14

2/13、3/14 

6/20、7/21、

10/17、11/20

2/22、3/22 

6/20、7/21、

10/17、11/20

2/22、3/22 
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の方)

に基づき、日常生活全般の支援を行う入居型ｻ

～」 

8/10、

12/11、

回開催 

11/14、

 

11/14、

 

11/20、

 

11/20、
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【さくらﾕﾆｯﾄ】 

4/24、5/25、6/27、7/24、

8/28、9/27、10/23、11/24、

12/26、1/29、2/23、3/27  

計 12 回開催 

(3) その他 【○】 【月曜 5分ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ】 

12/4、1/8、1/22、2/12、2/26、

3/12 計 6回開催 

 

2.「みえ福祉第三者評価改善計画書」に基づく改善 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

➣「みえ福祉第三者評

価改善計画書」に基

づく改善 

【○】 ➣業務改善会議内において各ﾕﾆｯﾄ

の進捗状況を各ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰより

報告。各ﾕﾆｯﾄ会議において発信

し、改善を図りました。 

➣本館の玄関下駄箱を改修しまし 

た。 

 

3.ﾕﾆｯﾄｹｱの実践と学び  

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

① 自分たちで実践と学

びを行う 

【△】 ➣ﾕﾆｯﾄｹｱﾁｪｯｸﾘｽﾄによる自己点

検、業務改善会議での「ﾕﾆｯﾄｹｱ

Ｑ＆Ａ」を用いた学び、各種研修

会への参加、施設内勉強会の開

催・学んだことのﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ等を

図りました。 

② 新しいｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ方

式を創り出す 

【△】 ➣ﾕﾆｯﾄｹｱと自立支援介護、ICT・介

護ﾛﾎﾞｯﾄ・機器を活かしたｹｱの模

索・展開をしました。平成 30年度

は、これらの「見える化」にﾁｬﾚﾝｼﾞ

します。 

 

4.「自立支援」介護、「自律支援」介護の実践   

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

①『自「立」支援』：科学

的に根拠のある介護

の実践を積み、来た

る平成 30 年度介護

保険制度改正に備

える 

【○】 3.②（前記）をご覧ください。 
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②『自「律」支援』：ﾕﾆｯﾄ

型特別養護老人ﾎｰ

ﾑの基本方針「第 33

条」に沿った支援 

【○】 ➣「ﾕﾆｯﾄｹｱﾁｪｯｸﾘｽﾄ」による改善 

状況 

【特養 5 ﾕﾆｯﾄ：53 項目】 

評価 H30.3 H29.3 差異 

〇 219 211 ＋8 

△ 41 44 ▲3 

× 5 10 ▲5 

➣移動販売の活用 

➣喫茶ｺｰﾅｰ・ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷの活用 

➣ｸﾞﾘｰﾝの音楽会・ｱﾛﾏｻｰｸﾙ・ﾊｰ

ﾓﾆｶﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ等 

➣外食・ｼｮﾋﾟﾝｸﾞｹｱ等 

 

5.看取りｹｱの継続（科学的介護関連）  

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

➣入居者・家族の意向と

ﾏﾆｭｱﾙに沿った看取

りｹｱの実施（医務係と

連携） 

【○】 ➣ご入居者・ご家族の看取りのご要

望に対して全てお応えすることが

できました。 

➣各ﾕﾆｯﾄ会議等において、見取り

に関する勉強会を開催しました。 

 

6.褥瘡予防の徹底（科学的介護関連）  

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

➣ﾏﾆｭｱﾙに沿った褥瘡

予防及び褥瘡ｹｱの実

践（医務係と連携）、

目標値：ｾﾞﾛ 

【○】 ➣褥瘡を発生させないことを目的と

した勉強会の開催、発生が疑われ

る際の初期対応等、ﾁｰﾑ一丸とな

って対応できた。 

 

7.成果(ｱｳﾄｶﾑ)を重視したｹｱの実践（科学的介護関連） 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

① 排せつ状態の改善

とｹｱの評価 

② 認知症の状態改善と

提供したｹｱの評価 

【△】 ➣水分ｹｱについては、ばらつきをな

くしていくことが課題となっていま

す。 

➣超音波利用排尿誘導法について

は、対象者が限定される場合があ

り、予想に反してﾃﾞｰﾀが取れない

ことがありましたが、その他のﾃﾞｰﾀ

については ICT の活用等により蓄

積することができました。 

③ 認知症専門ｹｱ加算 【○】 ➣認知症介護実践ﾘｰﾀﾞｰ研修 1
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(Ⅰ)の取得に向けた

認知症介護実践者

研修の受講 

名、認知症介護実践者研修 2 名

修了しました。 

 

8.ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀの活用   

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

➣情報通信技術(ICT)に

よるﾃﾞｰﾀの分析、利

活用、評価、他部署と

のﾃﾞｰﾀ連携の強化 

【△】 ➣蓄積されたﾃﾞｰﾀを細かく分析、評

価し、ｹｱに活用していくことが課

題となっています。 

 

9.未来型ＫＡＩＧＯ
か い ご

の実践   

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

➣介護ﾛﾎﾞｯﾄ・介護機

器、ICT の利活用 

【○】 ➣膀胱用超音波画像診断装置(ﾘﾘ

ｱﾑα-200)導入（特養すずらん・す

みれﾕﾆｯﾄ）、講習会 

➣ﾏｯｽﾙｽｰﾂ導入（特養さくらﾕﾆｯ

ﾄ）・講習会 

➣ﾀﾌﾞﾚｯﾄを用いた介護・看護記録

(特養・ｼｮｰﾄｽﾃｲ) 

➣ＨＡＬ(特養こすもす・ひまわりﾕﾆｯ

ﾄ) 

➣ｽﾀﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾘﾌﾄ(特養すずらん・す 

みれﾕﾆｯﾄ) 

➣ﾘﾌﾄ浴(特養こすもす・すずらん)、 

講習会 

➣機械式個浴槽(特養ひまわり・すみ 

れ・さくらﾕﾆｯﾄ) 

➣椅子浴・寝台浴(特養) 

を利活用しました。ご入居者の安全・

安心のみならず、ｽﾀｯﾌの負担軽減

やﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝｱｯﾌﾟの効果も見られる

ため、さらに進めていきたいと思いま

す。 

 

10.ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの実践 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 
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① 顧客利益を第一に

考える 

② 成果を出す 

③ 品質を追求する 

④ 価値を高める 

【△】 ➣真の個別ｹｱﾌﾟﾗﾝの作成に努め、

看取りｹｱ・口腔ｹｱ等において一

定の成果を得ることができました。

しかし、24 時間ｼｰﾄ・栄養ｹｱ計

画・機能訓練計画とのﾘｱﾙﾀｲﾑで

の連携や介護ﾛﾎﾞｯﾄ・機器の利活

用等を含め、ぞれぞれのご入居者

が希望する生活の実現にはまだま

だ課題を残しました。 

次年度は、これら点などを意識し

たｹｱﾌﾟﾗﾝ作成に努めていきたい

と思います。 

 

11.ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ社会福祉援助技術（ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ）の実践 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

① 顧客利益を第一に

考える 

② 成果を出す 

③ 品質を追求する 

④ 価値を高める 

【○】 

 

➣ﾎｰﾑ内外におけるｿｰｼｬﾙﾜｰｸの

結果、結果として苦情数が減少

し、入居申込者数が毎月増加し続

けており、経営理念である地域か

らの信頼につながりました。 

 

12.介護事故の防止、感染症のまん延防止、身体拘束廃止、虐待

防止の徹底 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

① ﾏﾆｭｱﾙ、規程の運用 

② 状況に応じた細や

かな改善 

【△】 

 

➣ある程度できていますが、もう少

し、細かなところまで徹底していく 

ことが課題です。 

③ 身体拘束：ｾﾞﾛを継

続する 

【○】 ➣身体拘束廃止ﾁｪｯｸﾘｽﾄによる自

己点検を毎月実施し、適切な運用

が図れています。 

④ 介護事故：検証及び

再発防止を含めた

対策について万全

を期す 

【△】 ➣検証を都度行っていますが、異な

る利用者による同様の事故を防い

でいくことが課題です。 

⑤ 感染症まん延：ｾﾞﾛ

を目指す 

【○】 ➣当該年度のｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ流行を鑑

みると、適切に防止できたと感じ

ています。 

⑥ 虐待：あってはなら

ない 

【○】 ➣身体拘束廃止ﾁｪｯｸﾘｽﾄによる自

己点検を毎月実施し、適切な運用

が図れています。 
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➣研修会の受講、採用時の教育（全

ｽﾀｯﾌ）を実施しました。 

 

13.説明責任(ｱｶｳﾝﾀﾋﾞﾘﾃｨｰ)と正しい情報を伝えた上での合意(ｲﾝ

ﾌｫｰﾑﾄﾞ･ｺﾝｾﾝﾄ)の徹底 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

① 科学的根拠に基づ

いた説明ができるた

めの職員教育、訓練 

【○】 ➣各種研修会の受講、勉強会の開

催、施設長・ﾘｰﾀﾞｰによる指導・育

成等を行いました。 

② 「ﾘｰﾀﾞｰｽｷﾙｶｰﾄﾞ」を

用いてﾘｰﾀﾞｰに対し

て見える育成を行う 

【△】 ➣ｶｰﾄﾞの内容を意識して指導育成

を行いましたが、より見える育成に

していくことが課題です。 

  

14.地域に対する施設機能の活用推進 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

① 地域住民の意向に

沿った施設の活用

方法 

【○】 ➣地域の学校機関やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、職

場体験・実習生、見学者の受入れ

等、柔軟な体制をとり、可能な限り

ではありますが、地域住民の意向

に沿った運営を行うことができたと

思います。 

② 営業・他事業所訪問 

活動の強化 

【○】 11.をご覧ください。 

 

15.各ﾕﾆｯﾄ運営計画 

 （1）こすもすﾕﾆｯﾄ 

ねらい 実施結果と展望 

➣ご入居者の暮らしを本人の希望に沿

った生活を営んでいただだけるように

する 

➣実施しました。 

➣居室を入居者自身の家と自覚してい

ただけるように整備を進める 

➣実施しました。 

➣趣味活動やｻｰｸﾙ活動が行われる場

を用意して、ご入居者にﾕﾆｯﾄを超え

た人間関係の構築の場を提供する 

➣次年度に持ち越します。 

➣ｷｯﾁﾝをご入居者が利用しやすい状

態にする 

➣実施しました。 

➣しつらえ面について課題が残りま

したので次年度に取り組んでいき

ます。 
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➣ご入居者が食べたいときに食べられ

るように常備食を用意する 

➣実施しました。 

➣ご入居者個々の入浴の仕方や好み

をﾃﾞｰﾀ化する 

➣実施しました。次年度はより詳し

い記載をしていきたいと思いま

す。 

➣ご入居者が外出しやすい環境を用意

して、積極的に外出していただく 

➣実施しました。 

➣ご家族への連絡を定期的に行い、家

族が入居者の状態等を把握していた

だけるｼｽﾃﾑをつくる 

➣実施していますが、会報の送付

やﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの活用等を含めて、

実施できないときもありました。 

➣ﾕﾆｯﾄ内の情報を整理して、必要な情

報がすぐにわかる環境を整備する 

➣実施しました。 

（2）ひまわりﾕﾆｯﾄ 

ねらい 実施結果と展望 

➣24 時間ｼｰﾄと一覧表を活用し、全ｽﾀｯ

ﾌが同品質のｹｱを行う 

➣ﾕﾆｯﾄ会議において随時更新をし

ました。 

➣落ち着いて過ごすことができる空間を

つくる 

➣自宅から持参していただいたり、

各ﾕﾆｯﾄで交換してもらったもの

などを活用したりして、できる限り

家をイメージできる環境になるよ

う努めました。 

➣内装に変化を加える／暮らしにﾒﾘﾊﾘ

つける 

➣季節ごとのｲﾍﾞﾝﾄを実施しまし 

た。 

➣ご入居者の好みを聞いて表札を

選んでいただいたり、定期的に額

を変更しました。 

➣ﾕﾆｯﾄを超えた入居者が集まり、趣味

活動やｻｰｸﾙ活動が行われる場を用

意する 

➣ご希望者と喫茶ｺｰﾅｰを活用しま

した。 

➣ｽﾀｯﾌ間のｺﾆｭﾆｹｰｼｮﾝと情報共有の

向上を図る 

➣情報収集の範囲を決め、担当ｹｱ

ﾜｰｶｰが情報の取り方を工夫して

取り組みました。 

☆協同の取り組み 

 【新規】 HAL（CYBERDYNE 製）の導入 

➣実施しました。機器に課題等があった場合は、ﾒｰｶｰに改善要望等を

していきたいと思います。 

 【新規】 ﾘﾌﾄ浴（ﾓﾘﾄｰ製）の導入 

   ➣計画のとおり実施しました。 

 【新規】 床走行式ﾘﾌﾄ（ﾊﾟﾗﾏｳﾝﾄﾍﾞｯﾄﾞ製・ｱﾋﾞﾘﾃｨｰｽﾞｹｱﾈｯﾄ製）の導入 

➣身体状況が重度になってきても対応ができるように、介護機器の利活用
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とのｹｱﾜｰｶｰの介護技術向上に努めました。 

 

（3）すずらんﾕﾆｯﾄ 

ねらい 実施結果と展望 

➣全ｽﾀｯﾌが同じ思いでご入居者をｻﾎﾟｰ

ﾄする 

➣経営理念、老人福祉法第 33条

を周知徹底しました。 

➣ご入居者の変化に対応した 24 時間ｼ

ｰﾄを作成する 

➣24 時間ｼｰﾄの作成・見直しを行 

いました。さらにｽﾑｰｽﾞに見直し

を行っていくことが課題です。 

➣家庭的な環境をつくる 

➣快適な場所で過ごす 

➣過ごしやすい場所をつくる 

➣各部屋の表札等、ご入居者の好

みに合わせて選択できるようにし

ました。 

➣ご自宅からなじみのものの持ち

込みを進めました。 

➣ﾃｰﾌﾞﾙを高さの異なる3種類とし

ました。 

➣昼間の活動（楽しみ）を増やす 

➣日中の活動を増やし、夜間の安眠へ

の取り組みを行う 

➣ｸﾞﾘｰﾝの音楽会、移動ﾊﾟﾝ屋さん

等の移動販売、近所のｽｰﾊﾟｰﾏｰ

ｹｯﾄ等、ご入居者に働きかけを行

い、生活の充実につながるように

取り組みました 

➣ｽﾀｯﾌの不安や不満を軽減する ➣団結力のある職場づくりをさらに

進めていきたいと思います。 

（4）すみれﾕﾆｯﾄ 

ねらい 実施結果と展望 

➣ご入居者の変化に応じた 24 時間ｼｰﾄ

の見直し 

➣定期的に見直しを行いました。さ

らにご入居者やご家族のご意向

について深めていきたいと思いま

す。 

➣24 時間ｼｰﾄの変更に応じた修正と一

覧表の作成 

➣ご入居者の支援内容に合わせて

業務の精査・勤務形態の見直し

等を行いました。一覧化を進めて

いきたいと思います。 

➣ご入居者がなじみを感じられる居室

入口にする 

➣認知症の方でも自分の居室と理解で

きる工夫を行う 

➣ご入居者のご意向等に合わせて

各部屋の表札を作成しました。 

➣五感を刺激し、食べるだけでなく食事

を楽しんでいただだく 

➣対面盛り付けの実施により、食べ

たい量などについて、希望に沿っ

た提供を行いました。 
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➣食器の準備も生活行為であるた

め、食事直前に行うようにしまし

た。 

➣ご入居者に非日常を感じていただく機

会を設けることにより、生活に楽しみ

をもっていただく 

➣傾聴ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、ｱﾛﾏﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ等 

にお越しいただきました。 

➣他のﾕﾆｯﾄと食事会を行い、社会

的な交流ができるように努めまし

た。 

 ☆協同の取り組み 

【新規】 ｽﾀﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾘﾌﾄｉ－PAL（今仙技術研究所製）の導入 

➣ﾄｲﾚ介助に使用しました。 

➣ご入居者の状態に合わせ対応できるよう、勉強会を定期的に実施し 

ました。 

   ➣ｽﾀｯﾌの腰への負担が軽減につながりました。 

【新規】 ﾘﾌﾄ浴（ﾓﾘﾄｰ製）の導入 

➣ご入居者、ｽﾀｯﾌともに安全、安心な入浴につながりました。 

【新規】 床走行式ﾘﾌﾄ（ﾊﾟﾗﾏｳﾝﾄﾍﾞｯﾄﾞ製・ｱﾋﾞﾘﾃｨｰｹｱﾈｯﾄ製）の導入 

➣ご入居者の不安軽減（安定した移乗）、ｽﾀｯﾌの腰痛予防につなが 

りました。 

【新規】 膀胱用超音波画像診断装置 ﾘﾘｱﾑα-200（ﾘﾘｱﾑ大塚製）の導 

     入 

  ➣勉強会を開催しました。 

  ➣ご入居者の排せつﾘｽﾞﾑの把握や支援内容の適正化につながり、ｵﾑ 

ﾂからﾘﾊﾋﾞﾘﾊﾟﾝﾂに変更することができました。ﾄｲﾚでの排せつに成 

功した事例もありました。 

   ➣ｵﾑﾂを使用せざるを得ない方についても、ﾄｲﾚでの排せつを支援する

ことができました。 

   ➣さらにﾃﾞｰﾀをとり、精度を高めていく必要があります。 

【継続】 根拠のある認知症ｹｱを目指す 

 ➣Fimscore を用い、評価しました。（看護職員） 

 ➣認知症ｹｱに関する研修会にｽﾀｯﾌ 2 名参加しました。 

 

（5）さくらﾕﾆｯﾄ 

ねらい 実施結果と展望 

➣経営理念を意識して仕事をする ➣ﾕﾆｯﾄ会議に復唱を行いました。 

➣ご入居者の暮らしぶりを把握し、その

方らしい生活を送っていただく 

➣日課表について常に変更・修正

をかけました。 

➣ｽﾀｯﾌ間の情報共有については

「情報ﾉｰﾄ」を活用しました。 
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➣暮らしの場をつくり、落ち着いた環境

で過ごしていただく 

➣（ｾﾐ）ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｽﾍﾟｰｽを活用する 

➣ﾕﾆｯﾄのﾌﾛｱに生活とは関係が

ないものを置かないよう徹底しま

した。 

➣ﾕﾆｯﾄ費を活用により環境を整備

しました。 

➣自分の部屋になる ➣ご自宅からのなじみのものの持ち

込みを進めました。 

➣ご入居者の意向により、衣類選

択がしやすいようにﾀﾝｽの高さ調

整を行いました。 

➣楽しみを持つことができる場をつくる ➣買い物ﾂｱｰを実施しました。 

➣ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｽﾍﾟｰｽを活用し、寿司を

楽しみました。 

➣ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞをご覧いただいたご家

族も喜ばれて見えました。 

☆協同の取り組み（ｼｮｰﾄｽﾃｲけやきﾕﾆｯﾄと） 

【新規】 ﾏｯｽﾙｽｰﾂ（ｲﾉﾌｨｽ製）の導入 

➣H30.3 から導入し、活用中です。ｽﾀｯﾌの腰への負担軽減につながって 

います。 

【既存】 床走行式ﾘﾌﾄの使用 

  ➣ご入居者の安全とｽﾀｯﾌの介護負担軽減につながりました。 

【医務係】 

1.「みえ福祉第三者評価改善計画書」に基づく改善 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

➣改善計画に基づき、 

より良い施設になる 

べく改善に向け実践 

する 

【○】 ➣改善に向け少しずつ取り組みまし

た。 

 

2.ﾕﾆｯﾄｹｱの実践と学び 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

➣ﾕﾆｯﾄｹｱの知識を有す

る職員からその考え

方や手法について積

極的に学ぶ 

【○】 ➣疑問に思うことをﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰに質

問しました。 

 

3.ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝの実践（科学的介護関連） 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 
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➣身体状態の改善と提

供したﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝの

数値評価（機能的自立

度評価（FIM score））

（特養係と連携） 

【△】 ➣ﾕﾆｯﾄｽﾀｯﾌと医務係 3名でそれ

ぞれ入居者全員を評価し、すり合

わせを行いました。認知項目で若

干の点数の違いが生じました。 

➣年度内に評価の更新までは至ら 

ず、もう少し簡易な評価法が向い 

ていると感じました。 

 

4.感染症の発生及びまん延防止の徹底 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

➣感染症予防対策を徹

底し、まん延ｾﾞﾛを目

指す（嘱託医・特養係

と連携） 

【○】 ➣毎月委員会・報告を行いました。 

➣10 月より検査ｷｯﾄを準備し、活用 

しました。 

➣今冬季、全国的・近隣地域におい

てもｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞが流行しました

が、当ﾎｰﾑの罹患者数は０名でし

た。 

 

5.褥瘡予防対策の徹底（科学的介護関連） 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

➣褥瘡又は褥瘡ﾘｽｸの

状態改善と褥瘡予防

看護の比較評価を行

い、1 年を通じて、褥

瘡ｾﾞﾛを達成する（嘱

託医・特養係・管理栄

養士と連携） 

【○】 ➣重篤な疾患による褥瘡の方、1名

治癒。1名軽快方向。原因が圧迫

によるもの 1名経過観察中。早い

段階での対応が浸透しています。

ﾕﾆｯﾄ毎の温度差を平均化してい

くことが課題です。 

 

6.看取りｹｱの継続（科学的介護関連） 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

➣入居者・家族の意向と

ﾏﾆｭｱﾙに沿った看取

りｹｱの実施（嘱託医・

特養係と連携） 

【○】 ➣ご家族と意思疎通が充分図れ、多

職種でも共有できました。 

 

7.口腔ｹｱの実践（科学的介護関連） 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

①口腔状態の改善と提 

供した口腔ｹｱの比

較評価（歯科医師・歯

【○】 ➣口腔内がきれいになってきていま

す。 

➣誤嚥性肺炎の罹患が少なかった。 
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科衛生士・特養係と

連携） 

②口腔衛生管理体制 

加算の算定（歯科医 

師・歯科衛生士・特 

養係と連携） 

【○】 ➣算定済（H29.7～） 

 

8.医療ﾆｰｽﾞ、重度化への対応（嘱託医・特養係と連携） 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

➣ｲﾝｽﾘﾝ・透析等、他施 

設を断られる要素が 

多い方のﾆｰｽﾞに対応 

する 

【○】 ➣ご入居者・ご家族の意向を伺い、 

当ﾎｰﾑで対応可能な事柄を説明

し、意向と意識のずれが生じない

ように面談し、十分話し合いを行

いました。 

 

9.ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀの活用 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

➣情報通信技術(ICT)に

よるﾃﾞｰﾀの分析、利活

用、評価、他部 署と

の連携とのﾃﾞｰﾀ連携

の強化 

【○】 ➣ﾕﾆｯﾄ毎の水分摂取量、食事・排

せつ週間記録一覧を活用できま

した。 

 

【栄養管理・調理部門】 

※内容につきましては、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑだより」において、

全て公開するよう努めています。 

 

1.「みえ福祉第三者評価改善計画書」に基づく改善 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

― 【○】  

 

2.ﾕﾆｯﾄｹｱの実践と学び 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

➣ﾕﾆｯﾄｹｱの知識を有す 

る職員からその考え 

方や手法について積 

極的に学ぶ 

【○】 ➣実施しました。 

 

3.「温かみ」のある食事提供 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

① 真の対面盛付の徹 【○】 ➣全ﾕﾆｯﾄにおいて実施しました。 
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底（特養・ｼｮｰﾄｽﾃｲ

各ﾕﾆｯﾄ） 

②季節を感じられるﾒﾆｭ   

ｰの提供 

【○】 ➣行事食の提供､季節の食材の使

用､季節のおやつ作り等を行いまし

た。 

③器や漆器の使用推 

進（特養・ｼｮｰﾄｽﾃｲ各

ﾕﾆｯﾄ、ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀ

ｰ、花葉） 

【○】 ➣各事業所の目的に応じて実施しま

した。 

④一人ひとり異なる（個 

別）食器の利用推進

（特養・ｼｮｰﾄｽﾃｲ各ﾕ

ﾆｯﾄ） 

【○】 ➣各ﾕﾆｯﾄの状況に応じて実施しまし

た。 

⑤ 個人持ちの常備菜 

等の保管、管理、提

供（特養各ﾕﾆｯﾄ） 

【○】 ➣各ﾕﾆｯﾄの状況に応じて実施しまし

た。 

⑥ ﾕﾆｯﾄ等における炊

飯の継続（特養・ｼｮｰ

ﾄｽﾃｲ各ﾕﾆｯﾄ、花葉） 

【○】 ➣各ﾕﾆｯﾄ等において実施しました。 

⑦ ﾕﾆｯﾄやﾌﾛｱにおける

簡単な調理を推進

（特養・ｼｮｰﾄｽﾃｲ各ﾕ

ﾆｯﾄ・ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀ

ｰ、花葉） 

【○】 ➣各ﾕﾆｯﾄや事業所の状況に応じて

実施しました。さらに当取り組みを

進めていきたいと思います。 

 

4.栄養ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの実践（低栄養・褥瘡の防止）（科学的介護関連） 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

◎目標：栄養状態の改

善（低栄養状態の改

善・床ずれ発生の防

止及び早期治ゆを図

る） 

◎過程(ﾌﾟﾛｾｽ) 

① 課題分析(ｱｾｽﾒﾝﾄ)・

ﾋｱﾘﾝｸﾞ 

 

 

 

② 栄養ｹｱ計画案の作

成 

 

 

 

 

 

 

【○】 

 

 

 

 

【○】 

 

 

 

 

 

 

 

➣定期的にｱｾｽﾒﾝﾄ・ﾋｱﾘﾝｸﾞを実

施しました。 

➣体重測定やＢＭＩ算出、血清ｱﾙﾌﾞ

ﾐﾝ値等の検査ﾃﾞｰﾀを活用しまし

た。 

➣栄養ﾘｽｸ状態別の頻度により計

画を作成しました。 
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③ ｻｰﾋﾞｽ担当者会議

への出席 

④ 栄 養 ｹ ｱ 計 画 の 説

明・同意・交付 

⑤ ﾐｰﾙﾗｳﾝﾄﾞ(食事の観

察)の実施 

⑥ 他職種よる相談・連 

 携 

⑦ ①へ戻る 

【○】 

 

【○】 

 

【○】 

 

【○】 

 

➣食事は生活や安全に直結するた

め、即対応しております。 

➣定期的に説明・同意・交付を実施

しました。 

➣定期的にﾐｰﾙﾗｳﾝﾄﾞを実施しまし 

た。 

➣状態変化時等、細やかな相談連

携を図りました。 

 

5.食中毒発生防止の徹底 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

➣「改訂版 大量調理施

設衛生管理ﾏﾆｭｱﾙ」に

沿った食事提供（医務

係・特養係・調理業務

委託会社との連携） 

【○】 ➣ｽﾁｰﾑｺﾝﾍﾞｸｼｮﾝｵｰﾌﾞﾝを更新

し、ﾌﾞﾗｽﾄﾁﾗｰ（急速冷却機）の

活用等により、ﾏﾆｭｱﾙに沿った

食事提供を行いました。 

 

6.ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀの活用 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

➣情報通信技術(ICT)に 

よるﾃﾞｰﾀの分析、利 

活用、評価、他部署と 

のﾃﾞｰﾀ連携の強化 

【○】 ➣電子介護看護記録ﾓﾊﾞｲﾀﾙくん

から、水分摂取量等の細かいﾃﾞ

ｰﾀを収集し、栄養ｹｱに活かすこ

とができました。 

 

7.非常災害対策の徹底 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

① 備蓄食材等の把握・ 

管理・更新 

【○】 ➣7/21 確認実施 

② 炊き出し訓練等の実

施 

【○】 ➣8/5、11/18 炭火を用いて炊

飯等を実施しました。 

➣11/26 福祉避難所運営合同

模擬訓練参加 
 

 

 

 

 

 

 



 

鈴鹿福祉会

 

名

所在地

開設日

類

定

事業の概要

事業計画目標

事業報告

鈴鹿福祉会 

名 称 

所在地 

開設日 

類 型 

定 員 

事業の概要 

事業計画目標

事業報告 

特別養護老人

短期入所生活介護事業所

／介護予防短期入所生活

(三重県指定

鈴鹿市深溝町字北林

平成 5 年

ﾕﾆｯﾄ型／老人短期入所事業

30 床(3

介護をしているご家族が、冠婚葬祭や病気・出産、休養や旅行等により、一

時的にご自宅での介護が出来なくなったとき等において、

計画)に基づき、日常生活全般の支援を行う短期滞在型

事業計画目標 『「当たり前のことを当たり前に」「当たり前

下見て暮らさず、

1.共通課題

計画に位置付けた事項

① 業務改善会議（

ﾘｰﾀﾞｰ

（毎月）

②ﾕﾆｯﾄ

月）

 

2.「みえ福祉第三者評価改善計画書」に基づく改善

計画に位置付けた事項

➣「みえ福祉第三者評価

改善計画書」に基づく

改善
 

第二

特別養護老人ﾎｰﾑ

短期入所生活介護事業所

／介護予防短期入所生活

三重県指定 2470300274

鈴鹿市深溝町字北林

年 5 月 1 日 

型／老人短期入所事業

(3 ﾕﾆｯﾄ)／平成

介護をしているご家族が、冠婚葬祭や病気・出産、休養や旅行等により、一

時的にご自宅での介護が出来なくなったとき等において、

に基づき、日常生活全般の支援を行う短期滞在型

『「当たり前のことを当たり前に」「当たり前

下見て暮らさず、上見て暮らす

共通課題 

計画に位置付けた事項

業務改善会議（

ﾘｰﾀﾞｰ会議）の開催

（毎月） 

ﾕﾆｯﾄ会議の開催（毎

月） 

「みえ福祉第三者評価改善計画書」に基づく改善

計画に位置付けた事項

➣「みえ福祉第三者評価

改善計画書」に基づく

改善 

二種社会福祉事業

ﾎｰﾑ 鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ

短期入所生活介護事業所 

／介護予防短期入所生活介護事業所

2470300274 号) 

鈴鹿市深溝町字北林 2956 番地

 (ﾕﾆｯﾄ型 平成

型／老人短期入所事業 

平成 30 年 1 月～

介護をしているご家族が、冠婚葬祭や病気・出産、休養や旅行等により、一

時的にご自宅での介護が出来なくなったとき等において、

に基づき、日常生活全般の支援を行う短期滞在型

『「当たり前のことを当たり前に」「当たり前

上見て暮らす

計画に位置付けた事項 評価

業務改善会議（ﾕﾆｯﾄ

会議）の開催

【

会議の開催（毎 【

「みえ福祉第三者評価改善計画書」に基づく改善

計画に位置付けた事項 評価

➣「みえ福祉第三者評価

改善計画書」に基づく

【

種社会福祉事業 

ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ 

  

介護事業所 

番地・2958 番地 

平成 26 年 5 月

月～39 床(4 ﾕﾆｯﾄ

介護をしているご家族が、冠婚葬祭や病気・出産、休養や旅行等により、一

時的にご自宅での介護が出来なくなったとき等において、

に基づき、日常生活全般の支援を行う短期滞在型

『「当たり前のことを当たり前に」「当たり前と思われる

上見て暮らす～ 

評価 

【○】 特別養護老人

1-(1)をご覧ください。

【○】 【けや

➣4/10

8/14

12/14

計 12

【いちょう・ひのき・かえ

➣4/14

6/9、

8/18

10/27

12/22

2/23

「みえ福祉第三者評価改善計画書」に基づく改善

評価 

【○】 ➣特別養護老人

ご覧ください。

 

 

 

月 1 日) 

ﾕﾆｯﾄ) 

介護をしているご家族が、冠婚葬祭や病気・出産、休養や旅行等により、一

時的にご自宅での介護が出来なくなったとき等において、

に基づき、日常生活全般の支援を行う短期滞在型ｻｰﾋﾞｽ

と思われることを丁寧に」』～

内容等

特別養護老人ﾎｰﾑ

をご覧ください。

けやきﾕﾆｯﾄ】 

4/10、5/15、

8/14、9/15、10/19

12/14、1/22、2/20

2 回開催 

いちょう・ひのき・かえ

4/14、4/28、

、6/23、7/7

8/18、9/8、9/22

10/27、11/10、

12/22、1/12、1/26

2/23、3/9、3/23

「みえ福祉第三者評価改善計画書」に基づく改善

内容等

➣特別養護老人ﾎｰﾑ

ご覧ください。 

介護をしているご家族が、冠婚葬祭や病気・出産、休養や旅行等により、一

時的にご自宅での介護が出来なくなったとき等において、ｹｱﾌﾟﾗﾝ(個別介護

ｻｰﾋﾞｽ 

ことを丁寧に」』～

内容等 

ﾎｰﾑ事業報告 

をご覧ください。 

、6/14、7/13

10/19、11/20

2/20、3/22

いちょう・ひのき・かえでﾕﾆｯﾄ

、5/12、5/26

7/7、7/21、8/4

9/22、10/6、

、11/24、12/8

1/26、2/9、

3/23 計 24 回開催

「みえ福祉第三者評価改善計画書」に基づく改善 

内容等 

ﾎｰﾑ事業報告
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介護をしているご家族が、冠婚葬祭や病気・出産、休養や旅行等により、一

個別介護

ことを丁寧に」』～

 

7/13、

11/20、

3/22 

ﾕﾆｯﾄ】 

5/26、

8/4、

12/8、

、

回開催 

事業報告 2.を
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 3.ﾕﾆｯﾄｹｱの実践と学び   

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

①自分たちで実践と学 

びを行う 

【△】 ➣ﾕﾆｯﾄｹｱについて一定の成果が

得られている一方、実践、自己啓

発を高めていくことが課題です。 

② 新しいｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ方

式を創り出す 

【△】 ➣運用等によりある程度実施できて

いますが、さらに進めていくことが

課題です。 

 

4.「自立支援」介護、「自律支援」介護の実践   

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

① 『自「立」支援』：科学的

に根拠のある介護の

実践を積み、来たる平

成 30 年度介護保険制

度改正に備える 

【△】 ➣現在の身体状況の維持、医療機

関からの退院直後の利用者につ

いてよくなって自宅に帰るというｻ

ｲｸﾙを概ね実施できました。 

② 『自「律」支援』：ﾕﾆｯﾄ

型特別養護老人ﾎｰﾑ

の 基 本 方 針 「 第 33

条」に沿った支援 

【○】 ➣「ﾕﾆｯﾄｹｱﾁｪｯｸﾘｽﾄ」による改善 

状況 

【いちょう・ひのきﾕﾆｯﾄ：52 項目】 

【けやきﾕﾆｯﾄ：53 項目】 

【かえでﾕﾆｯﾄ：3 月のみ 5項目】 

評価 H30.3 H29.3 差異 

〇 120 115 ＋5 

△ 32 32 ±0 

× 15 15 ±0 
 

 

5.看取りｹｱの継続（科学的介護関連） 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

➣入居者・家族の意向と

ﾏﾆｭｱﾙに沿った看取り

ｹｱの実施（医務係と連

携） 

【○】 ➣可能な限りご本人、ご家族のﾆｰ

ｽﾞに沿う支援を行うことができま

した。 

 

6.褥瘡予防の徹底（科学的介護関連）  

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

➣ﾏﾆｭｱﾙに沿った褥瘡

予防及び褥瘡ｹｱの実

践（医務係と連携）、目

標値：ｾﾞﾛ 

【○】 ➣褥瘡予防に資する研修をﾕﾆｯﾄ

会議内で開催しました。 
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7.成果(ｱｳﾄｶﾑ)を重視したｹｱの実践（科学的介護関連） 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

①排せつ状態の改善とｹ

ｱの評価 

【○】 

 

 

【○】 

 

➣水分ｹｱ、栄養ｹｱ、運動、うなが

し排尿を行い、一定の成果が得ら

れました。 

➣膀胱用超音波画像診断装置を用

い、うながし排尿を実施しました

が、数字による評価が弱いことが

課題となっています。 

② 認知症の状態改善と

提供したｹｱの評価 

【△】 ➣MMSE(ﾐﾆﾒﾝﾀﾙｽﾃｰﾄ検査)を実

施しましたが、まだまだｹｰｽ数が

少なく、見える化・見せる化までは

至りませんでした。 

 

8.ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀの活用 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

➣情報通信技術(ICT)に

よるﾃﾞｰﾀの分析、利活

用、評価、他部署との

ﾃﾞｰﾀ連携の強化 

【△】 特定の顧客ﾃﾞｰﾀ分析は行えている

が、全ｹｰｽの分析・利活用・評価を

実施することが課題です。 

 

9.未来型ＫＡＩＧＯ
か い ご

の実践 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

➣介護ﾛﾎﾞｯﾄ・介護機器、

ICT の利活用 

【△】 ➣ﾒﾝﾀﾙｺﾐｯﾄﾛﾎﾞｯﾄ･ﾊﾟﾛ導入（いち

ょうﾕﾆｯﾄ）・講習会 

➣眠り SCAN 導入（かえで・ひのき・

いちょうﾕﾆｯﾄ）・講習会 

➣ﾘﾌﾄ浴設置（かえでﾕﾆｯﾄ）・講習

会 

➣ﾀﾌﾞﾚｯﾄを用いた介護・看護記録 

➣ﾘﾌﾄ浴(ひのき・かえでﾕﾆｯﾄ)・講

習会 

➣床走行式ﾘﾌﾄ 

➣機械式個浴槽(けやき・いちょうﾕ

ﾆｯﾄ)  

を利活用しました。ご入居者の安

全・安心のみならず、ｽﾀｯﾌの負担

軽減やﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝｱｯﾌﾟの効果も見

られるため、さらに進めていきたいと
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思います。 

 

10.ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの実践 

11.ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ社会福祉援助技術（ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ）の実践 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

① 顧客利益を第一に考

える 

② 結果を出す 

③ 品質を追求する 

④ 価値を高める 

【○】 ➣ｽﾀｯﾌに対して、利用者から顧客

への考え方の転換を都度細かく

伝えることで達成できたと思いま

す。 

 

12.防災、介護事故の防止、感染症のまん延防止、身体拘束廃

止、虐待防止の徹底 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

① ﾏﾆｭｱﾙ、規程の運用 

②状況に応じた細や 

かな改善 

③身体拘束：ｾﾞﾛを継 

続する 

④ 介護事故：検証及び

再発防止を含めた対

策について万全を期

す 

⑤感染症まん延：ｾﾞﾛ 

を目指す 

⑥虐待：あってはなら 

ない 

【○】 ➣概ねできました。 

➣介護事故について検証を都度行

っていますが、異なる利用者によ

る同様の事故を防いでいくことが

課題です。 

 

13.説明責任(ｱｶｳﾝﾀﾋﾞﾘﾃｨｰ)と正しい情報を伝えた上での合意(ｲﾝ

ﾌｫｰﾑﾄﾞ・ｺﾝｾﾝﾄ)の徹底 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

①科学的根拠に基づい 

た説明ができるため 

の職員教育、訓練 

【○】 ➣施設内外研修、業務改善会議、

ﾕﾆｯﾄ会議等により実施しまし

た。 

② 「ﾘｰﾀﾞｰｽｷﾙｶｰﾄﾞ」を

用いてﾘｰﾀﾞｰに対し

て見える育成を行う 

【×】 ➣ｶｰﾄﾞの内容を意識して指導育成

を行いましたが、より見える育成

にしていくことが課題です。 

 

14.地域に対する施設機能の活用推進 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 



  

鈴鹿福祉会 39 

 

① 地域住民の意向に沿

った施設の活用方法 

【○】 ➣可能な限りではありますが、地域

住民の意向に沿った運営を行う

ことができたと思います。 

② 営業・他事業所訪 

問活動の強化 

【○】 ➣毎月実績報告の際に訪問等によ 

り実施しました。 

 

15.各ﾕﾆｯﾄ運営計画 

（1）いちょうﾕﾆｯﾄ 

ねらい 実施結果と展望 

➣ご利用者の暮らし、自宅での暮らし

の継続を支援するために、老人福

祉法第 33 条をﾕﾆｯﾄのｽﾀｯﾌが理解

してｹｱを行う 

➣ﾕﾆｯﾄ会議で第 33条、経営理念を復唱

し、境域担当者により第33条をﾃｰﾏとし

て勉強会を開催しました。 

➣ﾕﾆｯﾄ内で問題が生じた場合は前記への

理解を問い、改善に努めましたが、個人

差も見られ、引き続き課題として取り組ん

でいく必要があります。 

➣24 時間ｼｰﾄの内容に沿いながら支

援を行い、どのｽﾀｯﾌでも同品質の

支援が提供できるようにする 

➣ご利用者が自己選択して、日中、く

つろぎたい場所で過ごせる 

➣ﾘﾋﾞﾝｸﾞと廊下の境目が感じられる

ようなしつらえにしていく（大きな空

間から小さな空間にしていく） 

➣ｹｱﾜｰｶｰの意見を聞き取り、ｿﾌｧやﾊﾟｰﾃ

ｰｼｮﾝ等を設置して、ご利用者がゆっくり

と過ごせる設えを工夫してきました。 

➣物品を当初のまま固定配置するのではな

く、ご利用者の状況に応じて配置を変え

る等、安心安全に過ごしていただける環

境づくりを行いました。 

➣生活に不要なﾅｰｽｺｰﾙの灯りはｹｱﾜｰｶ

ｰがｶﾊﾞｰを作成し、極力目立たないよう

な取り組みを実施しています。 

➣課題としては、ご利用者の心身の状況に

より、設えに制限を行わざるを得ないとい

う問題が生じており、改善についてｽﾀｯﾌ

と検討していきたいと思います。 

➣ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝの内容をご利用者の好

みのものや外部との交流も取り入

れつつ行っていく 

➣ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝの実施が困難な時やﾜﾝﾊﾟﾀ

ｰﾝになっていることがあったり、外部との

交流(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ等を含む。)があまり実施

できませんでした。 

➣引き続き次年度も目標として設定し、ご

本人に必要な日常生活内での機能訓練

やｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ等を実施していきたいと思

います。 
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➣季節に応じた行事を定期開催し、ご

利用者に季節を感じていただいた

り、外出の機会を提供する 

➣季節ごとに行事を開催し、季節を感じて

いただけるように取り組みましたが、外出

について進捗はありませんでした。 

➣次年度はご本人の意向を確認しながら外

出の検討、本館の喫茶ｺｰﾅｰの活用等に

取り組んでいきたいと思います。 

➣トイレでの排尿回数を増やし、尿取

りﾊﾟｯﾄのサイズを小さくしていく、ﾘﾊ

ﾋﾞﾘﾊﾟﾝﾂから布ﾊﾟﾝﾂで過ごせるようｹ

ｱを行う（ﾄｲﾚでの排せつを増やし、

気持ちよく過ごしていただく） 

➣ご利用者の状態に合わせて尿取りﾊﾟｯﾄを

小さくする・誘導時間の変更をしました。

変更があった場合は、全ｽﾀｯﾌが把握で

きるように発信し、統一したｹｱを行うこと

ができるよう努めました。また、ﾕﾆｯﾄ会

議で利用者の課題を見つける取り組みを

行いました。 

➣次年度は尿取りﾊﾟｯﾄの尿量測定等を行

い、ご本人にあった排せつﾘｽﾞﾑや用品の

改善に取り組んでいきたいと思います。 

➣ご利用者が気持ちよく、安心して入

浴できる。 

➣24 時間ｼｰﾄを確認し、ご利用者に合わ

せたに入浴を実施しました。入浴支援に

課題があるご利用者への支援について

も、ｽﾀｯﾌ間で意見交換を行い、24時間

ｼｰﾄに反映し、穏やか入浴してもらえるよ

う取り組みました。 

➣排せつﾘｽﾞﾑ把握のための支援方法

や、ご利用者の日中・夜間の支援方

法、ﾕﾆｯﾄ内の設えについて、ﾕﾆｯﾄｽ

ﾀｯﾌで意見交換する場をつくる。 

➣10 月より、ﾕﾆｯﾄ会議後にﾐｰﾃｨﾝｸﾞを行

っていましたが、ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ等に時間を要

するため、実施できないこともありました。

教育担当者・各ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰと相談検討

していきたいと思います。 

 

（2）ひのきﾕﾆｯﾄ(及び新設かえでﾕﾆｯﾄ) 

ねらい 実施結果と今後の展望 

➣ﾕﾆｯﾄ型特別養護老人ﾎｰﾑとして目

指すところを理解し、ご利用者の暮

らしが継続したものとなるよう支援

する。 

➣毎月のﾕﾆｯﾄ会議において第 33条・経

営理念の意味を確認しました。ｽﾀｯﾌに

よって理解力に差があり、11月に勉強会

を開催しました。 

➣次年度も目標に掲げ、継続して理解の推

進を行います。 

➣24 時間ｼｰﾄを活用することで個々の

ご利用者に対しﾕﾆｯﾄｽﾀｯﾌが同品質

の支援を提供する 

➣協力ﾕﾆｯﾄのｽﾀｯﾌが 24 時間ｼｰﾄを

➣新規ご利用者や定期ご利用者、長くご利

用されている方に対してはできているが、

ほとんど利用がなかったご利用者に対す

る 24時間ｼｰﾄの活用に支障が見られ
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確認することで、なじみのないご利

用者に対しても本人の意向や好み、

支援の方法等を把握することで適

切な支援を行う 

た。再度 24時間ｼｰﾄの重要性について

ﾕﾆｯﾄ会議で説明。それ以降、運用につ

いては問題がありませんでした。 

➣次年度も目標に掲げ、継続して理解の推

進を行います。 

➣ﾘﾋﾞﾝｸﾞは食事をしたり、落ち着いて

過ごせる場とする／少人数でくつろ

げる空間を工夫し、個々のご利用者

が自分の暮らしをできる環境をつく

る 

➣ﾕﾆｯﾄ費を活用し、ついたてや畳ｽﾍﾟｰｽ、

小ﾃｰﾌﾞﾙ、いす、観葉植物等を購入し、

個人が落ち着ける空間づくりを行いまし

た。 

➣ﾕﾆｯﾄでの炊飯だけでなく、簡単な調

理にもｽﾀｯﾌとご利用者で取り組ん

で行くことで、より家庭的な環境をつ

くる 

➣ﾕﾆｯﾄ費のほぼ全てを前記に使用したた 

め、予定していた物品購入は次年度に購 

入することにしました。 

➣ご利用者の食べたいものや希望に沿って

一品程度ﾕﾆｯﾄで調理し、提供したところ

満足を得ることができました。 

➣ﾕﾆｯﾄﾐｰﾃｨﾝｸﾞを実施し、ﾕﾆｯﾄにおけ

る問題点について共通理解を深め

るとともに、課題点を発掘する／出

された問題点や課題について意見

を出し合い、改善に取り組むことで、

ﾕﾆｯﾄが利用者にとって暮らしやすい

環境になる 

➣10 月より、ﾕﾆｯﾄ会議後にﾐｰﾃｨﾝｸﾞを行

っていましたが、ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ等に時間を要

するため、全て実施できないこともありま

した。教育担当者・各ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰと相談

検討していきたいと思います。 

☆共同の取り組み 

 【新規】 ﾒﾝﾀﾙｺﾐｯﾄﾛﾎﾞｯﾄ・ﾊﾟﾛ（知能ｼｽﾃﾑ製）の導入 

  ➣長時間使用は飽きられることがあったり、乱暴に取り扱われることもあり 

ました。原因として、ｽﾀｯﾌの理解不足の面も見られたため、改めて使用 

方法等の説明等に取り組んでいきたいと思います。 

【新規】 ﾘﾌﾄ浴（ﾓﾘﾄｰ製）の導入 

  ➣ご利用者、ｽﾀｯﾌ双方の負担を軽減できた。ﾘﾌﾄ浴に恐怖心のあるご利 

用者については、別のﾀｲﾌﾟの機械式個浴槽をご利用いただくなど個別対 

応によって入浴を実施できた。 

➣ﾘﾌﾄ浴の使用についてはﾄﾗﾌﾞﾙ等も発生していないため、次年度も今年 

度同様の取扱いにより入浴ｹｱを実施します。 

 

(3)けやきﾕﾆｯﾄ 

ねらい 実施結果と今後の展望 

➣老人福祉法第 33 条と経営理念を理

解することで、同じ方向性をもってｹｱ

を展開する 

➣ﾕﾆｯﾄ会議時での唱和 

➣ｽﾀｯﾌは経営理念、第 33条を理 

解しています。 
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☆共同の取り組み（特別養護老人ﾎｰﾑさくらﾕﾆｯﾄと） 

 【新規】 ﾏｯｽﾙｽｰﾂ（ｲﾉﾌｨｽ製）の導入 

   ➣3/1 導入し、利活用を進めています。 

【既存】 床走行式ﾘﾌﾄの使用 

➣活用することで、ｹｱﾜｰｶｰの腰痛予防につながりました。 

 

➣ご利用者の暮らしぶりを把握し、その

人らしい生活を送っていただく 

➣利用開始時､介護保険更新時に

24時間ｼｰﾄについて適切に作成･

更新しました。 

➣いつでも好きな場所で過ごせる環境

をつくり、気持ちよく過ごしていただく。 

➣ﾕﾆｯﾄ内の設えやﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｽﾍﾟｰｽ

の活用を図りました。 

➣日々の生活の中に、日々の楽しみを

作っていく。 

➣より興味があることを探り、充実感 

が得られるように取り組んでいきた 

いと思います。 

➣ﾕﾆｯﾄ会議においてﾕﾆｯﾄ運営の統一

を図る 

➣ﾕﾆｯﾄ会議においてﾕﾆｯﾄ運営の

統一を図りました。 

 



 

鈴鹿福祉会

 

名

所在地

開設日

類

定

事業の概要

事業計画目標

事業

鈴鹿福祉会 

名 称 

所在地 

開設日 

類 型 

定 員 

事業の概要 

事業計画目標

事業報告 

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

(三重県指定第

介護予防通所

に相当する第１号通所介護事業所

（鈴鹿亀山地区広域連合指定第

鈴鹿市深溝町字北林

平成 5

大規模型事業所

60 名／

事業所の送迎により、日帰りで

緒に、食事や入浴などの介護、

などを行います。

事業計画目標 1.昨年度の取り組み

2.法人からの

3.さらなる可能性の模索

1.昨年度の取り組み

計画に位置付けた事項

① 利用

の管理方法変更

② ｻｰﾋﾞｽ

③運営状況推移の把

握、介護事故・

ｯﾄ

 

2.新しい介護予防・日常生活支援総合事業の実施

計画に位置付けた事項

① 事業所内の総合事

業に関する情報共有

（Ｈ

② 事業

合の再契約

③ 総合

も継続的な

提供

第二

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 

三重県指定第 2470300332

介護予防通所介護事業所

に相当する第１号通所介護事業所

（鈴鹿亀山地区広域連合指定第

鈴鹿市深溝町字北林

5 年 10 月 1 日

大規模型事業所Ⅱ／老人

／平成 29 年 12

事業所の送迎により、日帰りで

緒に、食事や入浴などの介護、

などを行います。 

昨年度の取り組み

法人からのﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

さらなる可能性の模索

昨年度の取り組み

計画に位置付けた事項

利用者数、利用日数

の管理方法変更

ｻｰﾋﾞｽ内容の充実

運営状況推移の把

握、介護事故・

ｯﾄ集計の分析 

新しい介護予防・日常生活支援総合事業の実施

画に位置付けた事項

事業所内の総合事

業に関する情報共有

（Ｈ29.3 月中） 

事業対象となった場

合の再契約 

総合事業へ移行後

も継続的なｻｰﾋﾞｽ

提供 

二種社会福祉事業

 鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ

2470300332 号) 

介護事業所・介護予防通所介護

に相当する第１号通所介護事業所

（鈴鹿亀山地区広域連合指定第

鈴鹿市深溝町字北林 2956 番地

日 

／老人ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ

12 月～70 名

事業所の送迎により、日帰りでﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

緒に、食事や入浴などの介護、ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ

昨年度の取り組み 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝに応える

さらなる可能性の模索 

昨年度の取り組み 

計画に位置付けた事項 評価

者数、利用日数 

の管理方法変更 

【

内容の充実 【

運営状況推移の把 

握、介護事故・ﾋﾔﾘﾊ

 

【

新しい介護予防・日常生活支援総合事業の実施

画に位置付けた事項 評価

事業所内の総合事

業に関する情報共有

 

【

対象となった場

 

【

事業へ移行後

ｻｰﾋﾞｽの

【

種社会福祉事業 

ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ 

 

・介護予防通所介護

に相当する第１号通所介護事業所 

（鈴鹿亀山地区広域連合指定第 2470300332

番地 

ｻｰﾋﾞｽ事業 

名 

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ、

に応える 

評価 

【○】 ➣変更済

【○】 ➣個別対応

時間

操

増加等

【○】 ➣毎月把握

等

新しい介護予防・日常生活支援総合事業の実施

評価 

【○】 ➣主任会議

情報共有

【○】 ➣対象者

の

た

【○】 ➣ｱｾｽﾒﾝﾄ

を

作成

 

・介護予防通所介護 

2470300332 号） 

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰに通い、他のご利用者と一

、ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ、創作活動の支援

内容等

変更済 

個別対応の充実

時間、1回／2

操の変更、機能訓練

増加等を行いました

毎月把握、分析

等を行いました

新しい介護予防・日常生活支援総合事業の実施

内容等

主任会議、職員会議

情報共有を図

対象者については

の更新時に再契約

た。（対象者：18

ｱｾｽﾒﾝﾄｼｰﾄを

を行い、介護予防支援計画

作成しました。

に通い、他のご利用者と一

、創作活動の支援

内容等 

充実、柔軟な提供

2月のｸﾞﾙｰﾌﾟ

機能訓練ﾒﾆｭｰ

いました。 

分析、対応の変更

いました。 

新しい介護予防・日常生活支援総合事業の実施 

内容等 

職員会議において

図りました。 

については介護保険証

再契約を行いまし

18名） 

を用い課題抽出

介護予防支援計画

。 

 

43 

に通い、他のご利用者と一

、創作活動の支援

提供

ｸﾞﾙｰﾌﾟ体

ﾒﾆｭｰの

変更 

において 

介護保険証

いまし

課題抽出

介護予防支援計画を
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④ 通所型ｻｰﾋﾞｽ B の提

供 

【○】 ➣対象者なし 

⑤次年度（平成 30 年度）

に向けた情報収集、

情報共有 

― ➣研修会の参加等により情報収

集、職員への情報共有を行い

ました。 

⑥ 定員の変更 【○】 ➣Ｈ29.12に 60名から 70名に

変更済 

 

3.個別ｹｱの推進 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

① ｻｰﾋﾞｽ担当者会議で

困りごとの聴き取り 

【○】 ➣年間 144回 

② ｹｱｶﾝﾌｧﾚﾝｽ（ｹｱ検

討会議）で職員に報

告 

【○】 ➣新規利用時、介護保険証更新

時、ｹｱの内容に変更がある場

合は申し送り等を行いました｡ 

③ 日課表にｻｰﾋﾞｽ内容

を記載 

【○】 ➣ｹｱｶﾝﾌｧﾚﾝｽにおいて検討

し、変更があった場合は修正し

ました。 

④ ｹｱｶﾝﾌｧﾚﾝｽや会議

録にて職員に発信 

【○】 ➣ｹｱｶﾝﾌｧﾚﾝｽに出席していな

い職員には、日課表を配布し

ました。 

⑤ 実施→評価 【○】 ➣実施した効果についてｹｱｶﾝﾌ

ｧﾚﾝｽにおいて評価。必要に応

じて修正を行いました。 

 

4.ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝの実践 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

① 先進的取組事業所

の見学 

【○】 ➣鈴鹿市内の事業所の見学を行 

いました。 

② 科学的根拠の検討 【×】 ➣検討までは至りませんでした。 

③ 先進的取組事業所

から指導・助言 

【○】 ➣研修会参加及び業者より説

明・指導を受けました。 

④ 科学的根拠に基づ

いたﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝの

実践 

【○】 ➣ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを検討し、実施し始め

たところ 

 

5.成果(ｱｳﾄｶﾑ)を重視した未来型思考ｹｱの実践 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

① 評価ｽｹｰﾙの検討 【○】 ➣体力測定 10項目の評価基準

を決定しました。 
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② ﾃﾞｰﾀ収集と分析 【△】 ➣Ｈ30.3 より実施したためﾃﾞｰﾀ

収集には至っていません。 

③ ②をもとに、ｹｱに反

映 

【×】 ➣ｹｱの反映までは至っていませ

ん。 

④ ｻｰﾋﾞｽ担当者会議で

の結果報告 

【×】 ➣3ヶ月に1回、体力測定を実施

し、その結果について報告を予

定している。 

⑤ ①～④の実践を踏ま

えて、教育訓練の実

施 

【×】 ➣自宅での機能訓練ﾒﾆｭｰの提

案を予定している。 

 

6.説明責任(ｱｶｳﾝﾀﾋﾞﾘﾃｨｰ)と正しい情報を伝えた上での合意(ｲﾝﾌ

ｫｰﾑﾄﾞ･ｺﾝｾﾝﾄ)の徹底 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

① 平成 28 年度実地指

導からの教訓 

【○】 ➣指導内容については、業務内

容に取り入れ、改善済 

② 定期的に加算要件

をﾁｪｯｸ 

【○】 ➣勤務表・実績作成時に確認、ｹ

ｱﾌﾟﾗﾝ作成時にも確認を行い

ました。 

③ 新しいｹｱに関する知

識・技術の取得 

【○】 ➣研修会に参加しました。 

④ 制度改正に対する情

報収集と情報共有 

【○】 ➣研修会、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等により情

報収集を行い、会議等におい

て、情報共有を図りました。 

⑤ 問い合わせへの対

応 

【○】 ➣ご利用者、ご家族に対して案

内文書を発信、問い合わせに

も対応いたしました。 

 

7.地域に対する事業所機能の活用推進 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

① 定期的に実績報告 【○】 ➣毎月、居宅介護支援事業者へ

実績報告を行いました。 

② 取り組みの紹介 【○】 ➣ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等により発信 

③他事業所の取り組み 

や稼働状況など情

報収集 

【○】 ➣他事業者のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等によ

り情報収集を行いました。 

 

8.さらなる可能性の模索～介護ｻｰﾋﾞｽの品質向上～ 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 
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(1)顧客管理 

①顧客数管理 

 

 

②顧客情報管理 

 

 

 

③ 情報の共有 

 

【○】 

 

 

【○】 

 

 

 

【○】 

 

 

 

➣月間予定表を作成し、追加や

変更等、顧客数の管理を行い

ました。 

➣ｱｾｽﾒﾝﾄｼｰﾄと日課表、文章・

写真により、どの職員にも分か

りやすい管理に努めました。 

➣個別に作成した顧客のｹｱ情

報をｹｱｶﾝﾌｧﾚﾝｽで共有を図

るとともに、必要な場合に確認

ができるように要点をまとめた

書類を作成しました。 

(2)品質管理 

①みえ福祉第三者評価 

の受審 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 昨年度の取組みの 

  継続 

 

③ ｻｰﾋﾞｽに関する勉強

会 の 開 催 （ 人 材 育

成、介護ﾌﾟﾛﾌｪｼｮﾅﾙｷ

ｬﾘｱ段位等） 

 

【○】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【○】 

 

 

【○】 

 

 

 

 

➣5/15 評価機関によるｷｯｸｵ

ｯﾌ説明会 

➣5 月下旬 利用者家族ｱﾝｹｰﾄ

実施 

➣9/4 評価機関による訪問調 

 査 

➣10/2 評価機関との評価結 

果の確認 

➣2 月 三重県ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、当法

人ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにおいて公表 

➣行事会議（毎月）、ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ

会議（毎月 2回）により、内容

の充実を図りました。 

➣8/12 口腔衛生について 

➣12/8 ﾘｰﾀﾞｰやこれからﾘｰﾀﾞ

ｰになる人のための研修会 

➣12/10 機能訓練で結果を出

すためのﾒｿｯﾄﾞ実践 

➣2/15 介護報酬改定ｾﾐﾅｰ 
 



 

鈴鹿福祉会

 

名

所在地

開設日

類

定

事業の概要

事業計画目標

事業報告

鈴鹿福祉会 

名 称 

所在地 

開設日 

類 型 

定 員 

事業の概要 

事業計画目標

事業報告 

ｻﾛﾝ花葉

【平成 30

発展的

（地域密着型

・介護予防通所介護に相当する第１号通所介護事業

(鈴鹿亀山地区広域連合

鈴鹿市算所

平成 23

地域密着型

10 名 

事業所の送迎により、日帰りで

緒に、食事や入浴などの介護、

などを行います。

事業計画目標 進化系

1.新しい介護予防・日常生活支援総合事業の実施

計画に位置付けた事項

① 事業対象者、要支援

者の積極的な受け

入れ

② 総合事業の制度な

ど

ｯﾌ

③地域、各事業所との連

携と情報交換

 

2.新たな

計画に位置付けた事項

① 個別

進

② 機能訓練

③ 運営推進会議の開

第二

花葉 

30 年 1 月 1 日に既設

発展的に移転いたしました。

地域密着型通所介護事業所／介護予防通所介護事業所

・介護予防通所介護に相当する第１号通所介護事業

鈴鹿亀山地区広域連合

鈴鹿市算所 5 丁目

23 年 4 月 1 日

地域密着型事業所／老人

 

事業所の送迎により、日帰りで

緒に、食事や入浴などの介護、

などを行います。 

進化系ｻﾛﾝ花葉へ～未

新しい介護予防・日常生活支援総合事業の実施

計画に位置付けた事項

事業対象者、要支援

者の積極的な受け

入れ 

総合事業の制度な

どの再確認とｻﾛﾝｽﾀ

ｯﾌへの研修 

③地域、各事業所との連

携と情報交換 

新たなｻﾛﾝの構築

計画に位置付けた事項

個別ｹｱのさらなる推

進 

機能訓練の実践

運営推進会議の開

二種社会福祉事業

日に既設ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

移転いたしました。（現在休止中）

通所介護事業所／介護予防通所介護事業所

・介護予防通所介護に相当する第１号通所介護事業

鈴鹿亀山地区広域連合指定第

丁目 3 番 12 号 

日 

事業所／老人ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ

事業所の送迎により、日帰りでﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

緒に、食事や入浴などの介護、ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ

花葉へ～未来型

新しい介護予防・日常生活支援総合事業の実施

計画に位置付けた事項 評価

事業対象者、要支援

者の積極的な受け

【

総合事業の制度な

ｻﾛﾝｽﾀ

 

【

③地域、各事業所との連

 

【

の構築 

計画に位置付けた事項 評価

のさらなる推 【

の実践 【

運営推進会議の開 【

種社会福祉事業 

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

（現在休止中）】

通所介護事業所／介護予防通所介護事業所

・介護予防通所介護に相当する第１号通所介護事業

指定第 2470302205

 

ｻｰﾋﾞｽ事業 

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ、

来型ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽを視野に入れて～

新しい介護予防・日常生活支援総合事業の実施

評価 

【○】 ➣問

➣発展的移転

いまし

【○】 ➣4/6

加

【○】 ➣鈴鹿西部地域包括支援

ー

連絡協議会

まし

➣10/14

運営推進会議

評価 

【○】 ➣会議

用者

評価

【○】 ➣ﾎﾞｰﾙ

た

【○】 ➣10/7

 

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰに 

】 

通所介護事業所／介護予防通所介護事業所

・介護予防通所介護に相当する第１号通所介護事業） 

2470302205 号) 

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰに通い、他のご利用者と一

、ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ、創作活動の支援

を視野に入れて～

新しい介護予防・日常生活支援総合事業の実施

内容等

問い合わせ：4

発展的移転に

いました。 

4/6 内部研修開催

加） 

鈴鹿西部地域包括支援

ー、鈴鹿市ﾃﾞｲ

連絡協議会と

ました。 

10/14 ﾃﾞｲｻｰ

運営推進会議

内容等

会議やﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

用者のﾆｰｽﾞ等

評価を行いました

ﾎﾞｰﾙやｺﾞﾑﾁｭｰﾌﾞ

た機能訓練を

10/7 開催 8

通所介護事業所／介護予防通所介護事業所 

に通い、他のご利用者と一

、創作活動の支援

を視野に入れて～ 

新しい介護予防・日常生活支援総合事業の実施 

内容等 

4 件 

に伴い、説明を

内部研修開催（6名参

鈴鹿西部地域包括支援ｾﾝﾀｰ

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ事業所

と情報交換を行

ｻｰﾋﾞｽ「はらから

運営推進会議に 2名出席

内容等 

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等によりご

等を確認、実施

いました。 

ｺﾞﾑﾁｭｰﾌﾞ等を使用

を実施しました

8名参加 
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に通い、他のご利用者と一

、創作活動の支援

を行

名参

ｾﾝﾀｰ 

事業所

行い

はらから」

名出席 

によりご利

実施、

使用し

しました。 
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催 

④ 事業所のｺﾝｾﾌﾟﾄ及

びｻｰﾋﾞｽ内容の再ｱ

ｾｽﾒﾝﾄ（課題分析） 

【○】 ➣会議やﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等によりご利

用者のﾆｰｽﾞ等を確認、実施、

評価を行いました。 

⑤ 未来型思考による

事業所内外の環境

の改善 

【○】 ➣植物を用いた活用改善を行い 

ました。 

 

3.事業所認知度の向上 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

① 居宅介護支援事業

所への訪問 

【○】 ➣計 15件訪問 

② 広報活動 【○】 ➣ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑだよりに計 8件掲

載 

③ 交流会の開催 【○】 ➣6/3、1/13 交流会開催  

延べ 31名参加 

 

4.地域貢献活動 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

① 近隣地区への出張ｻ

ﾛﾝ 

【○】 ➣地域ｹｱ会議等により情報発

信を行いました。 

② 地域への開放（介護 

予防普及啓発事

業 鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰ

ﾑと共同） 

【○】 ➣地域ｹｱ会議等により情報発

信を行いました。 

③ 教育機関等の連携   

と受入れ(鈴鹿市ﾜ^ｸ

ｷｬﾝﾌﾟ、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ) 

【○】 ➣8/17 鈴鹿市ﾜｰｸｷｬﾝﾌﾟ小

学生（清和中学校）生徒 3名

受入れ 

④ いきいきﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの

受け入れ（鈴鹿市地

域介護予防支援事

業） 

【○】 ➣1 名受入れ 

⑤ 地域包括支援ｾﾝﾀｰ

との連携 

【○】 ➣4/27 地域ｹｱ会議（牧田地

区）に出席 

⑥ 地域のﾆｰｽﾞに合わ

せて（介護保険外ｻｰ

ﾋﾞｽ） 

【△】 ➣地域ｹｱ会議において、民生委

員様等へ情報発信を行うこと

ができたが、まだまだ不足に感

じています。 

 

5.人材育成 
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計画に位置付けた事項 評価 内容等 

① 人事考課・目標ｼｰﾄ

を用いた指導、ﾋｱﾘﾝ

ｸﾞの実施 

【○】 ➣人事考課ｼｰﾄを用いて、ﾋｱﾘﾝ

ｸﾞを行いました。 

②ｻﾛﾝ内外の研修 【○】 ➣法人事業報告 5.-③のとおり 

③説明責任(ｱｶｳﾝﾀﾋﾞﾘ 

ﾃｨｰ)と正しい情報を

伝えた上での合意(ｲ

ﾝﾌｫｰﾑﾄﾞ･ｺﾝｾﾝﾄ)に

ついて学ぶ 

【×】 ➣不十分であり、今後の課題の

一つとして努めてまいります。 

④ ７Ｓ（整理・整頓・清 

潔・清掃・躾・指導・接 

遇）活動 

【△】 ➣意識して取り組むが、まだまだ

不十分であった。 

 

6.安心・安全に 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

① 介護事故防止・ﾋﾔﾘ

ﾊｯﾄ活動の取り組み 

【○】 ➣介護事故：0件、ﾋﾔﾘﾊｯﾄ事

例：3 件 発生日にﾐｰﾃｨﾝｸﾞを

行い、意識を高めました。 

➣交通事故：1件 送迎中に後

方より追突される事故が発生

しました。 

② 食中毒・感染症発生

防止 

【○】 ➣手洗いとうがいを励行しまし

た。 

➣食中毒警報発令時の注意すべ

き点について職員に周知しまし

た。 

③ 交通法規遵守と車両

管理 

【○】 ➣交通安全週間、天候等による

注意事項等について、職員に

啓発を行いました。 
 



 

鈴鹿福祉会

 

名

所在地

開設日

類

事業の概要

事業計画目標

事業

鈴鹿福祉会 

名 称 

所在地 

開設日 

類 型 

事業の概要 

事業計画目標

事業報告 

在宅介護支援

鈴鹿市深溝町字北林

平成 10

老人介護支援

地域の高齢者の家庭内の事故等による通報に対応するとともに高齢者の

方ならば

館等で開催します。

事業計画目標 地域支援事業における介護予防普

高齢者通報体制整備業務の実施

1. 鈴鹿市介護予防普及啓発事業

業業務委託

計画に位置付けた事項

(1) 鈴鹿市介護予防普

及啓発事業受託

①音楽を楽しむ会

火曜日）

②生きがい活動など

１回程度）

③ 出張

展開

(2) 鈴鹿市高齢者通報

体制整備事業業

受託

第二

在宅介護支援ｾﾝﾀｰ

鈴鹿市深溝町字北林

10 年 4 月 1 日

老人介護支援ｾﾝﾀｰ

地域の高齢者の家庭内の事故等による通報に対応するとともに高齢者の

ばどなたでも参加できる介護予防教室を介護事業所や地域の公民

館等で開催します。

地域支援事業における介護予防普

高齢者通報体制整備業務の実施

鈴鹿市介護予防普及啓発事業

業業務委託 

計画に位置付けた事項

鈴鹿市介護予防普

及啓発事業受託

①音楽を楽しむ会

火曜日） 

②生きがい活動など

１回程度） 

出張音楽会の地域

展開  

鈴鹿市高齢者通報

体制整備事業業

受託 

二種社会福祉事業

ｾﾝﾀｰ 鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ

鈴鹿市深溝町字北林 2956 番地

日 

ｾﾝﾀｰ 

地域の高齢者の家庭内の事故等による通報に対応するとともに高齢者の

どなたでも参加できる介護予防教室を介護事業所や地域の公民

館等で開催します。 

地域支援事業における介護予防普

高齢者通報体制整備業務の実施

鈴鹿市介護予防普及啓発事業

 

計画に位置付けた事項 評価

鈴鹿市介護予防普

及啓発事業受託 

①音楽を楽しむ会（毎週

②生きがい活動など（月

音楽会の地域 

【

鈴鹿市高齢者通報

体制整備事業業務

【

種社会福祉事業 

ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ 

番地 

地域の高齢者の家庭内の事故等による通報に対応するとともに高齢者の

どなたでも参加できる介護予防教室を介護事業所や地域の公民

地域支援事業における介護予防普及啓発事業の実施

高齢者通報体制整備業務の実施 

鈴鹿市介護予防普及啓発事業及び高齢者通報体制整備事

評価 

【○】 ➣年間

 加

➣昨年度

より

ある

に

委託費等

た

【○】 （ ）

訪問調査

るもの

電話

によるもの

➣減少理由

介護課

される

が

応

当

い

➣平成

「高齢者見守

に

援

訪問

るもので

 

 

地域の高齢者の家庭内の事故等による通報に対応するとともに高齢者の

どなたでも参加できる介護予防教室を介護事業所や地域の公民

及啓発事業の実施 

及び高齢者通報体制整備事

内容等

年間 54回、延

加 

昨年度までの「

より鈴鹿市総合事業

ある「介護予防普及啓発事業

に移行しました

委託費等の変更

た。 

）内はＨ28 年度実績

訪問調査によ

るもの 

電話・ＦＡＸ等

によるもの 

減少理由として

介護課の審査

されるｹｰｽが多

が挙げられます

応しても単なる

当するようなものは

い等） 

平成 30年度

高齢者見守り

に変更となります

援に該当しないが

訪問が必要な

るもので、地域包括支援

地域の高齢者の家庭内の事故等による通報に対応するとともに高齢者の

どなたでも参加できる介護予防教室を介護事業所や地域の公民

 

及び高齢者通報体制整備事

内容等 

延べ 1,388 人参

「一次予防事業

鈴鹿市総合事業の一環

介護予防普及啓発事業

しました。実績計算

変更が行われまし

年度実績 

53 件 

（81 件）

30 件 

（56 件）

として、鈴鹿市長寿

審査により対象外

多く存在したこと

げられます（訪問・電話対

なる事務連絡に

するようなものは認められな

年度からは、新たに

り体制整備事業

となります。居宅介護支

しないが、定期的

な方を対しようとす

地域包括支援ｾﾝﾀ
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地域の高齢者の家庭内の事故等による通報に対応するとともに高齢者の

どなたでも参加できる介護予防教室を介護事業所や地域の公民

及び高齢者通報体制整備事

人参 

一次予防事業」

一環で

介護予防普及啓発事業」

実績計算や

われまし

 

） 

 

） 

鈴鹿市長寿

対象外と

したこと

電話対

に該

められな

たに

体制整備事業」

居宅介護支

定期的に

しようとす

ｾﾝﾀ
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ｰと連携を図りながら対応して

いきたいと思います。 

 

2.車いす等の無料貸し出し事業の継続 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

➣車いす及びその他の

福祉用具の無料貸し

出し 

【○】 （ ）内はＨ28 年度実績 

貸出物品 件数 延べ日数 

車いす 22 件 270 日 

(79 日) 

ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ

ﾄｲﾚ 

6 件 179 日 

(149 日) 

ｼｬﾜｰﾁｪ

ｱ 

2 件 93 日 

(42 日) 

4 点杖 1 件 67 日 

(15 日) 
 

 



 

鈴鹿福祉会

 

名

 

所在地

開設日

類

事業の概要

事業計画目標

事業

鈴鹿福祉会 

名 称 

 

所在地 

開設日 

類 型 

事業の概要 

事業計画目標

事業報告 

在宅介護支援

居宅介護支援事業所

(三重県指定第

 

鈴鹿市深溝町字北林

平成 11

居宅介護支援事業

ご利用者の心身の状況やご家族のご希望に沿った

画）の作成、

理、介護に関する生活相談などを行ないます。

事業計画目標 居宅ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ

1.特定事業所としての安心感～

計画に位

(1) ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ

る地域に対する相談

支援体制の強化

(2) 利用者の

（状況把握）活動と介

護

連携強化

(3) 利用者に対するこれ

まで以上の公平公

正な地域の社会資

源や介護

所の情報提供

(4) 定期運営会議・居宅

内研修の継続、各種

外部研修会への参

加

心とする）

会議や

各種

の事例提供など協

力推進

(5) 困難

公

在宅介護支援ｾﾝﾀｰ

居宅介護支援事業所

三重県指定第 2470

鈴鹿市深溝町字北林

11 年 9 月 10 日

居宅介護支援事業 

ご利用者の心身の状況やご家族のご希望に沿った

画）の作成、ｻｰﾋﾞｽ事業者への連絡調整や利用の手配、介護保険給付管

理、介護に関する生活相談などを行ないます。

ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰとしての対応力を再考する

特定事業所としての安心感～

計画に位置付けた事項

ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ増員によ

る地域に対する相談

支援体制の強化

利用者のﾓﾆﾀﾘﾝ

（状況把握）活動と介

護ｻｰﾋﾞｽ事業所との

連携強化 

利用者に対するこれ

まで以上の公平公

正な地域の社会資

源や介護ｻｰﾋﾞｽ

所の情報提供

定期運営会議・居宅

内研修の継続、各種

外部研修会への参

加（特に医療面を中

心とする）、地域

会議やｹｱﾌﾟﾗﾝ

各種ｹｰｽ検討会へ

の事例提供など協

力推進 

困難ｹｰｽへの対応

公 益 事

ｾﾝﾀｰ 鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ

居宅介護支援事業所 

2470300258 号) 

鈴鹿市深溝町字北林 2956 番地

日 

 

ご利用者の心身の状況やご家族のご希望に沿った

事業者への連絡調整や利用の手配、介護保険給付管

理、介護に関する生活相談などを行ないます。

としての対応力を再考する

～I can reach any problem!

特定事業所としての安心感～

置付けた事項 評価

増員によ

る地域に対する相談

支援体制の強化 

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

（状況把握）活動と介

事業所との

利用者に対するこれ

まで以上の公平公

正な地域の社会資

ｻｰﾋﾞｽ事業

所の情報提供 

【

定期運営会議・居宅

内研修の継続、各種

外部研修会への参

（特に医療面を中

、地域ｹｱ

ｹｱﾌﾟﾗﾝ点検・

検討会へ

の事例提供など協

【

への対応 【

事 業 

ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ 

 

番地 

ご利用者の心身の状況やご家族のご希望に沿った

事業者への連絡調整や利用の手配、介護保険給付管

理、介護に関する生活相談などを行ないます。

としての対応力を再考する

I can reach any problem!

特定事業所としての安心感～ｽﾀｯﾌ全員で地域を支える～

評価 

【○】 

 

➣毎月担当

宅

毎月利用事業所

持参

を

➣介護支援専門員

たことで

かな

なげられました

➣社会資源

め

適

事業所

した

【○】 法人事業報告

い。

【○】 ➣鈴鹿西部地域包括支援

 

ご利用者の心身の状況やご家族のご希望に沿ったｹｱﾌﾟﾗﾝ

事業者への連絡調整や利用の手配、介護保険給付管

理、介護に関する生活相談などを行ないます。 

としての対応力を再考する 

I can reach any problem!～ 

全員で地域を支える～

内容等

毎月担当ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ

宅へのﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

毎月利用事業所

持参の機会等

を実施しました

介護支援専門員

たことで、ｹｰｽ

かなﾆｰｽﾞへの

なげられました

社会資源ﾌｧｲ

め、書面を活用

適した公平公正

事業所の情報提供

した。 

法人事業報告 5.

。 

鈴鹿西部地域包括支援

ｹｱﾌﾟﾗﾝ（個別介護計

事業者への連絡調整や利用の手配、介護保険給付管

 

全員で地域を支える～ 

内容等 

ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰによる

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ訪問の実施

毎月利用事業所への提供表

機会等により適宜訪問

しました。 

介護支援専門員を 1名増員

ｹｰｽ数の増加や

への対応力向上

なげられました。 

ﾌｧｲﾙの拡充に努

活用した利用者

公平公正な介護ｻｰﾋﾞｽ

情報提供につなげま

5.-③をご覧くださ

鈴鹿西部地域包括支援ｾﾝﾀｰ

 

52 

（個別介護計

事業者への連絡調整や利用の手配、介護保険給付管

 

による居

実施、

提供表

適宜訪問

増員し

や細

対応力向上につ

努

利用者に

ｻｰﾋﾞｽ

につなげま

をご覧くださ 

ｾﾝﾀｰ
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と、地域とのつなが

りを意識した連携推

進・強化 

をはじめ、鈴鹿市長寿社会課

や鈴鹿亀山地区広域連合の

求めに応じ、いわゆる困難ｹｰ

ｽへの関与・対応を行いまし

た。 

(6) 研修内での各担当ｹ

ｰｽの開示および定

期的な相互担当ｹｰ

ｽへの同行訪問・困

難ｹｰｽへの複数ｹｱﾏ

ﾈの関与 

【○】 ➣当該年度は計 31件の同行訪

問を実施しました。そのた必要

に応じて各担当ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰが

抱える課題に他のｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ

が相談に応じ、適宜関与しまし

た。 

(7) 人事考課による自己 

覚知と資質の向上 

(8) 和顔愛語の実践 

【○】 ➣人事考課制度を活かし、各自

の年間目標の設定や振り返り

による自己覚知と資質の向上

につなげました。また適宜職員

間の交流を図り、ｽﾄﾚｽを抱え

込み過ぎず、常に相互で相談

し合える関係の維持・向上に

努めました。 

 

2.介護保険制度に対応する～変化する制度への順応と説明責任

(ｱｶｳﾝﾀﾋﾞﾘﾃｨ)の実践～  

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

➣鈴鹿市の日常生活支 

 援総合事業（地域包括 

ｹｱｼｽﾃﾑ）構築及び平

成 30 年 4 月介護保険

制度改正に伴う変更

点の周知徹底と利用

者・家族への説明 

【○】 ➣鈴鹿西部地域包括支援ｾﾝﾀｰ

と鈴鹿亀山地区広域連合と連

携を図り、日常生活支援総合

事業に対する理解を求めると

ともに、必要に応じご利用者・

ご家族への説明に努めました。 

➣平成30年 4月の介護報酬改

定に対しても、研修会への参

加や行政・業界団体等の情報

をこまめにﾁｪｯｸすることで、遅

滞なく最新情報を把握し理解

したうえで、ご利用者・ご家族

への説明に努めました。 

 

3.地域貢献活動の推進～社会福祉法人として地域に安心感をお

届けする活動の実践～ 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 
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(1) 介護予防普及啓発

事業と連動したﾊｲﾘ

ｽｸ高齢者へのｱﾌﾟﾛｰ

ﾁ 

【○】 ※詳細につきましては、在宅介

護支援ｾﾝﾀｰ事業報告をご参

照ください。 

(2) 鈴鹿市健康福祉部

長寿社会課・鈴鹿亀

山地区広域連合・鈴

鹿市西部地域包括

支援ｾﾝﾀｰ・地域の

民生児童委員・他事

業所との連携 

【○】 ➣1.-④に挙げた困難事例での

連携に加え、民生児童委員協

議会や地域ｹｱ会議への出席

等、各関係機関の求めに応

じ、適宜連携を図りました。 

➣昨年に引き続き、鈴鹿西部地

域包括支援ｾﾝﾀｰを通じ、石

薬師明るい街づくり協議会か

らの求めに応じ、「石薬師ふれ

愛ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ」へ参加いたしま

した。 

(3) 地域の中の各種社

会資源の情報収集

および連携強化 

【○】 ➣新規開設事業所の内覧会等

による情報収集や必要に応じ

たﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ等の取り寄せによ

り、社会資源ﾌｧｲﾙの各事由と

ご利用者への適切な情報提供

を行いました。また必要に応じ

連携を図り利用に向けた支援

を行いました。 

(4) 医療機関との連携 【○】 ➣ご利用者の入退院時の情報共

有や連携、ｹｱﾌﾟﾗﾝの主治医

への提出と意見確認等を通

じ、近隣医療機関と適宜連携

を図りました。また研修につい

ても疾患や医療連携を意識し

た内容のものについて積極的

に参加しました。 

(5) 地域内の他居宅介

護支援事業所との連

携 

【○】 ➣会議出席等を通じ、相互の情

報交換や不明な点の確認・業

務内容の相互の助言など連携

を適宜行いました。 

(6) 車椅子等の無料貸し

出し事業の継続 

【○】 ➣法人内に有する福祉用具等の

備品を活用し、ご利用者への

緊急的な貸出等、柔軟な対応

につなげることができました。 

※件数等につきましては、在宅
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介護支援ｾﾝﾀｰ事業報告をご

参照ください。 

(7) 徘徊高齢者等の安

心ﾈｯﾄﾜｰｸ活動（鈴鹿

市社会福祉協議会）

への協力 

【○】 ➣法人として「徘徊高齢者等の

ための安心ﾈｯﾄﾜｰｸ」に登録

し、適宜届く捜索依頼情報を

事業所内で共有することで、訪

問など地域の中を移動する際

に意識して不明者がいないか

の創作活動に協力しました。ま

た担当するご利用者で徘徊ﾘｽ

ｸの高い方に対しては、当ﾈｯﾄ

ﾜｰｸについて情報提供を行い

ました。 

(8) 認知症啓発活動へ

の取り組み 

【○】 ➣11/12 鈴西部地域包括支

援ｾﾝﾀｰの支援のもと、介護

予防普及啓発事業参加者へ

の認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座を

開催しました。 

➣4/6 認知症ｷｬﾗﾊﾞﾝﾒｲﾄ連絡

協議会出席 

➣2/4 認知症ｷｬﾗﾊﾞﾝﾒｲﾄ養成

講座受講（1名増員、現在 3

名が受講済） 

(9) その他 【○】 ➣鈴鹿西部地域包括支援ｾﾝﾀｰ 

鈴鹿西部圏域地域ｹｱ会議へ

の出席(4/27、5/8、10/5、

12/6、2/1、2/28) 

  

4.ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞによる情報発信～地域のみなさまに情報をお届け ～ 

計画に位置付けた事項 評価 内容等 

(1) 利用者に有用・必要

な情報の発信 

【○】 ➣食品衛生、熱中症、ｲﾝﾌﾙｴﾝ

ｻﾞ、ﾉﾛｳｨﾙｽ等季節に応じて

各種注意喚起をﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ上

にて行うとともに、居宅訪問時

にﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄを配布しました。 

➣その他、架空請求、介護の日、

市民講座開催等、地域のみな

さまに有用と思われる情報の

発信に努めました。 
 


